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○ 医療従事者の確保、医療機関の勤務環境の改善について 

 

○ その他 

 
 
 
 

（配布資料） 

資料１ 医師確保対策について 

資料２ 看護職員確保対策について 

資料３ 医療機関の勤務環境改善について 

 

荒井委員提出資料 

中川委員提出資料 



（平成２５年１０月４日時点)
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相澤　孝夫 （社）日本病院会副会長

安部　好弘 （社）日本薬剤師会常務理事

荒井　正吾 全国知事会（奈良県知事）

今村　聡 （社）日本医師会副会長

遠藤　直幸 全国町村会（山形県山辺町長）

大西　秀人 全国市長会（香川県高松市長）

尾形　裕也 東京大学政策ビジョン研究センター特任教授

※ 加藤　達夫 （独）国立成育医療研究センター名誉総長

菊池　令子 （社）日本看護協会副会長

髙智　英太郎 健康保険組合連合会理事

白鳥　敬子 東京女子医科大学病院病院長

○ ※ 田中　滋 慶應義塾大学経営大学院教授

◎ ※ 永井　良三 自治医科大学学長

※ 中川　俊男 （社）日本医師会副会長

西澤　寛俊 （社）全日本病院協会会長

花井　圭子 日本労働組合総連合会総合政策局長

樋口　範雄 東京大学法学部教授

日野　頌三 （社）日本医療法人協会会長

藤本　晴枝 ＮＰＯ法人地域医療を育てる会理事長

藤原　清明 （社）日本経済団体連合会経済政策本部長

邉見　公雄 （社）全国自治体病院協議会会長

山口　育子 ＮＰＯ法人ささえあい医療人権センターＣＯＭＬ理事長

山崎　學 （社）日本精神科病院協会会長

和田　明人 （社）日本歯科医師会副会長

◎：部会長　○：部会長代理

※：社会保障審議会委員

社会保障審議会医療部会委員名簿
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医
師
確
保
対
策
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
議
論

 

【
「
医
療
提
供
体
制
の
改
革
に
関
す
る
意
見
」
（
平
成
２
３
年
１
２
月
２
２
日

 
社
会
保
障
審
議
会
医
療
部
会
）
】

（
抜
粋
）
 

 １
．
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
師
等
確
保
対
策
 

（
１
）
医
師
等
の
人
材
確
保

  
 
○

 
医
師
の
地
域
間
、
診
療
科
間
の
偏
在
の
是
正
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
都
道
府
県
が
担
う
役
割
を
強
 

 
 
化
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
師
確
保
体
制
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

  
 
○

 
看
護
職
員
の
不
足
・
偏
在
も
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
離
職
防
止
対
策
や
養
成
所
へ
の
補
助
等
に
よ
り
看
護
職
員
の
 

 
 
確
保
を
図
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

  
 
○

 
病
院
勤
務
医
の
疲
弊
、
女
性
の
医
療
従
事
者
の
増
加
、
看
護
職
員
の
不
足
と
い
っ
た
現
状
を
踏
ま
え
、
負
担
の
大
 

 
 
き
い
医
療
従
事
者
の
労
働
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

  
 （
２
）
医
師
の
養
成
、
配
置
の
あ
り
方

  
 
○

 
実
効
性
の
あ
る
地
域
枠
の
設
定
や
医
師
の
養
成
過
程
に
お
い
て
診
療
科
を
一
定
程
度
誘
導
す
る
等
に
よ
っ
て
、
医
 

 
 
師
の
地
域
間
や
診
療
科
間
の
偏
在
是
正
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

  
 
○

 
医
療
技
術
の
高
度
化
・
専
門
化
に
伴
い
、
医
師
の
専
門
分
化
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
高
齢
化
の
中
で
第
一
線
の
 

 
 
現
場
で
幅
広
く
診
る
こ
と
の
で
き
る
医
師
を
確
保
し
、
地
域
の
医
療
と
介
護
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
す
た
め
、
総
合
 

 
 
的
な
診
療
を
行
う
医
師
を
養
成
し
、
専
門
医
と
の
役
割
分
担
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

  
 
○

 
こ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
総
合
的
な
診
療
を
行
う
医
師
や
専
門
医
の
養
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
国
に
 

 
 
お
い
て
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

  
 （
３
）
医
師
確
保
対
策
の
あ
り
方

  
 
○
 
医
師
不
足
地
域
の
医
師
確
保
の
観
点
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
等
を
通
じ
て
都
道
府
県
が
地
域
の
医
師
確
保
に
 

 
 
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
た
め
、
法
制
化
等
に
よ
り
、
都
道
府
県
の
役
割
を
明
確
化
す
べ
き
で
あ
る
。

  
 
○

 
ま
た
、
都
道
府
県
は
、
医
療
圏
ご
と
、
診
療
科
ご
と
の
医
師
の
需
給
の
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、
よ
り
必
要
性
の
 

 
 
高
い
と
こ
ろ
に
医
師
を
供
給
す
る
な
ど
、
き
め
細
か
い
対
応
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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【
「
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
第
４
条
の
規
定
に
基
づ
く
「
法
制
上
の
措
置
」
の
骨
子
に
つ
い
て
」

（
平
成
２
５
年
８
月

２
１
日
閣
議
決
定
）
】

 
（
抜
粋
）

 
 ２
．
医
療
制
度

 
 
高
齢
化
の
進
展
、
高
度
な
医
療
の
普
及
等
に
よ
る
医
療
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
維
持
す

る
こ
と
を
旨
と
し
て
以
下
の
と
お
り
、
必
要
な
改
革
を
行
う
。
 

 

（
略
）

 
 （
３
）
医
療
従
事
者
、
医
療
施
設
等
の
確
保
及
び
有
効
活
用
等
を
図
り
、
効
率
的
で
質
の
高
い
医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
 

 
る
と
と
も
に
、
今
後
の
高
齢
化
の
進
展
に
対
応
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
（
医
療
、
介
護
、
住
ま
い
、
予
防
、
生
 

 
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
身
近
な
地
域
で
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制
）
を
構
築
す
る
こ
と
を
通
じ
、
地
域
で
必
要
な
医
療
 

 
を
確
保
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
診
療
報
酬
に
係
る
適
切
な
対
応
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
 

 
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

 
 
①
 
病
床
の
機
能
分
化
・
連
携
及
び
在
宅
医
療
・
在
宅
介
護
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
事
項

 
 

 
イ
 
病
床
機
能
に
関
す
る
情
報
を
都
道
府
県
に
報
告
す
る
制
度
の
創
設

 
 

 
ロ
 
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
及
び
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

 
 

 
 
（
必
要
な
病
床
の
適
切
な
区
分
の
設
定
、
都
道
府
県
の
役
割
の
強
化
等
）

 
 

 
ハ
 
新
た
な
財
政
支
援
の
制
度
の
創
設

 
 

 
 
ニ
 
医
療
法
人
間
の
合
併
、
権
利
の
移
転
に
関
す
る
制
度
等
の
見
直
し

 
 
②
 
地
域
に
お
け
る
医
師
、
看
護
職
員
等
の
確
保
及
び
勤
務
環
境
の
改
善
等
に
係
る
施
策

 
 
③
 
医
療
職
種
の
業
務
範
囲
及
び
業
務
の
実
施
体
制
の
見
直
し

 
 

（
略
）

 
 （
５
）
次
期
医
療
計
画
の
策
定
時
期
が
平
成

30
年
度
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
（
３
）
に
掲
げ
る
必
要
な
措
置
を
平
成

29 
 
年
度
ま
で
を
目
途
に
順
次
講
ず
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
こ
の
た
め
に
必
要
な
法
律
案
を
平
成

2
6年

通
常
国
会
に
提
出
す
 

 
る
こ
と
を
目
指
す
。
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現
行
の
医
師
確
保
対
策
に
つ
い
て

 

１
．
医
師
確
保
に
関
す
る
現
行
の
医
療
法
の
規
定

 
 （
地
域
医
療
対
策
協
議
会
）

 
○

 
第
５
次
医
療
法
改
正
（
平
成

19年
4月

1日
施
行
）
に
お
い
て
、
へ
き
地
等
の
特
定
地
域
、
小
児
科
、
産
科
な
ど
の
特

 
 
定
の
診
療
科
に
お
け
る
医
師
不
足
の
深
刻
化
に
対
応
し
、
医
師
等
医
療
従
事
者
の
確
保
策
を
強
化
す
る
た
め
、
都
道
府

 
 
県
の
「
地
域
医
療
対
策
協
議
会
」
を
制
度
化
。

 
 

 
都
道
府
県
は
、
地
域
医
療
対
策
協
議
会
に
お
い
て
、
特
定
機
能
病
院
、
地
域
医
療
支
援
病
院
、
公
的
医
療
機
関
、
大

 
 
 

 
学
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
養
成
に
関
係
す
る
機
関
等
の
協
力
を
得
て
、
医
療
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
施
策
を
定
め

 
 

 
る
旨
を
医
療
法
に
規
定
。

 
 

 
 
 

○
 
併
せ
て
、
こ
の
地
域
医
療
対
策
協
議
会
で
協
議
し
、
都
道
府
県
が
定
め
た
施
策
の
実
施
に
つ
い
て
、

 
 
・
 
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
は
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

 
 
・
 
公
的
医
療
機
関
は
、
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

 
 
を
医
療
法
に
規
定
。

 
  

 
 
※

 
な
お
、
公
的
医
療
機
関
以
外
の
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
よ
う
な
協
力
義
務
又
は
協
力
の
努
力
義
務

 
 
 

 
 
 
 
は
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
広
く
、
一
般
の
医
療
提
供
施
設
に
対
し
て
は
、
そ
の
開
設
者
及
び
管
理
者
に
、
「
医

 
 

 
 
 
療
計
画
の
達
成
に
資
す
る
た
め
、
医
療
連
携
体
制
の
構
築
の
た
め
に
必
要
な
協
力
を
す
る
よ
う
」
努
力
義
務
が

 
 

 
 
 
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

 
 （
医
療
計
画
へ
の
記
載
）

 
○

 
ま
た
、
都
道
府
県
は
医
療
計
画
に
お
い
て
、
「
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
確

 
 
保
に
関
す
る
事
項
」
を
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
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◎
医
療
法
 

 
第
３
０
条
の
１
２
 
都
道
府
県
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
管
理
者
そ
の
他
の
関
係
者
と
の
協
議
の
場
を
設
け
、
こ
れ
ら
の
者
の
協
力
を
 

 
 
得
て
、
救
急
医
療
等
確
保
事
業
に
係
る
医
療
従
事
者
の
確
保
そ
の
他
当
該
都
道
府
県
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
医
療
の
確
保
に
関
 

 
 
す
る
事
項
に
関
し
必
要
な
施
策
を
定
め
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 

 
一

 
特
定
機
能
病
院
 

 
 
二

 
地
域
医
療
支
援
病
院
 

 
 
三

 
第
３
１
条
に
規
定
す
る
公
的
医
療
機
関
 

 
 
四

 
医
師
法
第
１
６
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
病
院

 
 
 
五
 
診
療
に
関
す
る
学
識
経
験
者
の
団
体
 

 
 
六

 
大
学
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
養
成
に
関
係
す
る
機
関

 
 

 
七

 
当
該
都
道
府
県
知
事
の
認
定
を
受
け
た
第
４
２
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
社
会
医
療
法
人

 
 

 
八

 
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
（
※
）
 

 
２

 
(略

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
※
 
医
療
法
施
行
規
則
第
３
０
条
の
３
３
の
２
第
１
項

 
 

 
 
 
 
①
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
、
②
地
域
の
医
療
関
係
団
体
、
③
関
係
市
町
村
、
④
地
域
住
民
を
代
表
す
る
団
体

 
  
第
３
０
条
の
１
３
 
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
は
、
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が

 
 
 

 
 
定
め
た
施
策
の
実
施
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
   

   
    

 
第
３
１
条

 
公
的
医
療
機
関

(都
道
府
県
、
市
町
村
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
者
の
開
設
す
る
病
院
又
は
診
療
所
を
い
う
。
以

 
 
 

 
 
下
こ
の
節
に
つ
い
て
同
じ
。
）
は
、
第
３
０
条
の
１
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
定
め
た
施
策
の
実
施
に
協
力
し
な
け
 

 
 
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

  
 

 
※
 
医
療
法
第
３
１
条
に
規
定
す
る
公
的
医
療
機
関
の
開
設
者
（
昭
和
26年

8月
22日

厚
生
省
告
示
第

167号
）
 

 
 
 
 
 
 
医
療
法
（
昭
和

23年
法
律
第
205号

）
第
３
１
条
に
規
定
す
る
公
的
医
療
機
関
の
開
設
者
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

 
 
 
 
 
 
一
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
６
７
号
）
第
２
８
４
条
第
１
項
に
規
定
す
る
地
方
公
共
団
体
の
組
合

 
 
 
 
 
 
二
、
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
３
３
年
法
律
第
１
９
２
号
）
第
８
３
条
に
規
定
す
る
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
及
び
国
民
健
康
保
険
法
施
行
法
（
昭
和
３
３
年
法
律
第
１
９
３
号
）
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
法

 
 
 
 
 
 
 
 
の
施
行
後
も
引
き
続
き
国
民
健
康
保
険
を
行
う
普
通
国
民
健
康
保
険
組
合

 
 
 
 
 
 
三
、
日
本
赤
十
字
社

 
 
 
 
 
 
四
、
社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済
生
会

 
 
 
 
 
 
五
、
全
国
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
会
員
で
あ
る
厚
生
（
医
療
）
農
業
協
同
組
合
連
合
会

 
 
 
 
 
 
六
、
社
会
福
祉
法
人
北
海
道
社
会
事
業
協
会
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２
．
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

 
 ○
事
業
内
容

 
 

 
都
道
府
県
が
責
任
を
持
っ
て
医
師
の
地
域
偏
在
等
の
解
消
に
取
り
組
み
、
地
域
医
療
に
従
事
す
る
医
師
の
キ
ャ
リ

 
 

 
ア
形
成
支
援
策
な
ど
と
一
体
的
に
医
師
不
足
病
院
へ
医
師
の
派
遣
や
あ
っ
せ
ん
等
を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た

 
 

 
め
、
都
道
府
県
を
事
業
主
体
と
し
て
平
成
２
３
年
度
か
ら
設
置
し
、
運
営
費
に
対
す
る
補
助
を
実
施
。
 

  
 
 
 
予
算
総
額
 
約
９
．
６
億
円
(平

成
２
５
年
度
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
補
助
対
象
３
０
か
所

(平
成
２
３
年
度
１
５
か
所
、
平
成
２
４
年
度
２
０
か
所
）
 

 
 
 

 
基

 準
 額

 
１
か
所
に
つ
き
約
６
４
百
万
円
 

 
 
 

 
補

 助
 率

 
１
／
２
 

 
 
 

 
体

 
 
制
 
専
任
医
師
、
専
従
職
員

(事
務
）
 

 
 
 

 
平
成
２
６
年
度
概
算
要
求
額
 
約
１
３
．
５
億
円
（
４
２
か
所
）
 

  
 

な
お
、
地
域
医
療
再
生
基
金
を
活
用
し
て
同
様
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
県
は
５
県
（

秋
田

、
福

井
、

山
口

、
香

川
、

鹿
児

島
）
、

 
 

 
東

京
都

は
補

助
な

し
（自

治
体

負
担

）で
実

施
。

 

  ○
事
業
実
績

(
補
助
事
業
分
）
 

 
 
 
 ・

設
置
場
所
：
県
庁
内
１
８
か
所
、
大
学
医
学
部
・
大
学
病
院
内
１
１
か
所
、
県
立
病
院
１
か
所
、
 

 
 
 
 

 
 
 
 
そ
の
他
の
病
院
１
か
所
、
財
団
１
か
所
（
大
学
と
県
庁
内
等
の
重
複
３
か
所
）
 

 
 
・
派
遣
実
績
：
常
勤
９
８
６
名
、
非
常
勤
８
３
名

(常
勤
換
算
）
 
計
１
，
０
６
９
名

 
 

 
 

  
 
・
実
施
道
府
県

 
 
 

 
 
（
２
３
年
度
～
）

北
海

道
、

青
森

県
、

岩
手

県
、

福
島

県
、

新
潟

県
、

長
野

県
、

静
岡

県
、

岐
阜

県
、

京
都

府
、

島
根

県
、

広
島

県
、

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 徳

島
県

、
高

知
県

、
大

分
県

、
宮

崎
県

 
 

 
  

 
(
２
４
年
度
～
）

宮
城

県
、

茨
城

県
、

千
葉

県
、

三
重

県
、

滋
賀

県
 

 
 
 
 

 
(
２
５
年
度
～
）

群
馬

県
、

埼
玉

県
、

石
川

県
、

山
梨

県
、

大
阪

府
、

奈
良

県
、

和
歌

山
県

、
岡

山
県

、
愛

媛
県

、
長

崎
県
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 ３
．
医
学
部
の
定
員
増
及
び
地
域
枠
の
設
定

 
  
○
 
医
学
部
入
学
定
員
は
平
成
２
０
年
度
か
ら

1
,
41
6人

増
員
し
、
平
成
２
５
年
度
に
は
過
去
最
大
の

9
,0
4
1人

と
 

 
 
な
っ
て
い
る
。
 

   
○
 
ま
た
、
平
成
２
２
年
度
か
ら
は
、
定
員
増
に
当
た
っ
て
特
定
の
地
域
や
診
療
科
で
の
勤
務
を
条
件
と
す
る
「
地
 

 
 
域
枠
」
を
設
け
て
お
り
、
平
成
２
５
年
度
の
地
域
枠
入
学
定
員
は

47
6人

と
な
っ
て
い
る
。
 

  
 
 
※
地
域
枠
 

 
 
 
 
 
大
学
が
特
定
の
診
療
科
や
地
域
で
診
療
を
行
う
こ
と
を
条
件
と
し
た
選
抜
枠
を
設
け
、
都
道
府
県
が
学
生
に
対
し
て
奨
学
 

 
 
 

 
金
を
貸
与

(地
域
医
療
へ
一
定
の
年
限
従
事
す
る
こ
と
に
よ
り
返
還
免
除
）
す
る
仕
組
み
。
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○
 
現
在
、
補
助
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

 
 
援
と
併
せ
た
医
師
の
地
域
偏
在
・
診
療
科
偏
在
の
解
消
の
取
組
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
地
域
医
療
対

 
 
策
協
議
会
で
定
め
た
施
策
の
う
ち
の
こ
れ
ら
の
取
組
を
実
施
す
る
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
 

 
医
療
法
に
位
置
づ
け
る
こ
と
と
し
て
は
ど
う
か
。
 

  ○
 
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
は
、
そ
の
た
め
の
組
織
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
都

 
 
道
府
県
が
自
ら
行
う
こ
と
に
限
ら
ず
、
病
院
や
大
学
、
公
益
法
人
等
に
委
託
す
る
こ
と
も
可
能
と
す
べ

 
 
き
で
は
な
い
か
。
 

 ○
 
ま
た
、
都
道
府
県
知
事
が
、
医
師
不
足
病
院
等
へ
の
医
師
派
遣
要
請
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

 
 

 
を
医
療
法
上
、
明
確
化
す
る
こ
と
と
し
て
は
ど
う
か
。
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
担
う
者
が

 
 
医
師
派
遣
要
請
等
に
関
与
で
き
る
こ
と
と
し
て
は
ど
う
か
。
 

 ○
 
地
域
医
療
対
策
協
議
会
で
定
め
た
施
策
の
う
ち
医
師
確
保
の
取
組
の
実
効
性
を
も
た
せ
る
た
め
、
医

 
 
療
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
施
策
そ
の
他
都
道
府
県
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
医
療
の
確
保
に
関
す
る

 
 
施
策

（
※
）
へ
の
協
力
義
務
又
は
協
力
の
努
力
義
務
の
対
象
と
す
る
医
療
関
係
者
の
範
囲
を
広
げ
て
は

 
 
ど
う
か
。
 

 
 
具
体
的
に
は
、
地
域
医
療
対
策
協
議
会
の
参
加
者
と
な
っ
て
い
る
特
定
機
能
病
院
、
地
域
医
療
支
援

 
 
病
院
、
大
学
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
養
成
に
関
係
す
る
機
関
等
に
対
し
て
も
、
知
事
か
ら
の
医
師
派

 
 
遣
要
請
を
含
め
た
上
記
の
都
道
府
県
の
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ

 
 
な
い
か
。
 

  
※
「
医
療
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
施
策
そ
の
他
都
道
府
県
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
医
療
の
確
保
に
関
す
る
施
策
」
 

 
 

 
個
々
の
医
師
不
足
の
医
療
機
関
に
つ
い
て
の
対
応
の
他
に
、
産
科
・
小
児
科
等
に
お
け
る
医
療
機
関
の
再
編
・
統
合
、
機
能
の
 

 
 
集
約
化
、
生
涯
を
通
じ
た
教
育
研
修
体
制
の
整
備
等
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
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対
応
の
方
向
に
つ
い
て

 



参
考

資
料

 



 ○
 

全
国

の
医

療
施

設
（
診

療
所

・
病

院
）
に

従
事

す
る

「
人

口
１
０

万
対

医
師

数
」
は

２
１
９

．
０

人
で

、
前

回
に

 
 

 
 比

べ
 ６

．
１
人

増
加

し
て

い
る

。
 

○
  都

道
府

県
別

で
は

、
京

都
府

が
最

も
多

く
（
２

８
６

．
２
）
、
埼

玉
県

が
最

も
少

な
い

（
１
４

２
．
６
）
。
 

1
0

 
（
出
典
）
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
調
査

 

1
4
2
.6

人
 

2
8
6
.2

人
 

都
道
府
県
別
に
み
た
人
口

1
0
万
対
医
師
数
（
平
成

2
２
年
）

  

1
0

 



 
診

療
科

別
医

師
数

の
推

移
（平

成
６

年
を

1.0
と

し
た

場
合

）
 

（
出

典
）
医

師
・
歯

科
医

師
・
薬

剤
師

調
査

 

○
 

多
く
の

診
療

科
で

医
師

は
増

加
傾

向
に

あ
る

。
 

○
 

減
少

傾
向

に
あ

っ
た

産
婦

人
科

・
外

科
に

お
い

て
も

、
増

加
傾

向
に

転
じ

て
い

る
 

※
内
科
１
）

 ・
・
（
平
成
８
～

1
8
年
）
は
内
科
、
呼
吸
器
科
、
循
環
器
科
、
消
化
器
科
（
胃
腸
科
）
、
神
経
内
科
、
ア
レ
ル
ギ
ー
科
、
リ
ウ
マ
チ
科
、
心
療
内
科

 
 

 
 

 
 

 
（
平
成
２
０
，
２
２
年
）
内
科
、
呼
吸
器
、
循
環
器
、
消
化
器
、
腎
臓
、
糖
尿
病
、
血
液
、
感
染
症
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
リ
ウ
マ
チ
、
心
療
内
科
、
神
経
内
科

 
※
外
科
２
）

 ・
・
（
平
成
６
～

1
8
年
）
外
科
、
呼
吸
器
外
科
、
心
臓
血
管
外
科
、
気
管
食
道
科
、
こ
う
門
科
、
小
児
外
科

 
 

 
 

 
 

 
（
平
成
２
０
，
２
２
年
）
外
科
、
呼
吸
器
・
心
臓
血
管
・
乳
腺
・
気
管
食
道
・
消
化
器
・
肛
門
・
小
児
外
科

 

0
.7

0

0
.9

0

1
.1

0

1
.3

0

1
.5

0

1
.7

0

平
成

6
年

 

(1
9

9
4

) 

 8

('9
6

)
 

1
0

 

('9
8

) 

 1
2

(2
0

0
0

)

 1
4

('0
2

)

 1
6

('0
4

)

 1
8

('0
6

)

 2
0

('0
8

)

2
2

('1
0

)

麻
酔
科

 

精
神
科

 

皮
膚
科

 

総
 
数

 

眼
科

 

小
児
科

 

内
科
１
）

 

外
科
２
）

 

産
科
・
産
婦
人
科

 

1
1

 



0
.0

4
0
.0

8
0
.0

1
2
0
.0

1
6
0
.0

2
0
0
.0

2
4
0
.0

1
2

1
4

1
6

1
8

2
0

2
2

2
4

2
6

2
8

3
0

5
9

6
1

6
3

2
4

6
8

1
0

1
2

1
4

1
6

1
8

2
0

2
2

医
師

数

人
口

1
0
万

対
（
右

軸
）

(万
人

)
(人

)

昭
和

・
・
年

平
成

・
年

～

0

～

(1
9
8
4
)                                                         (2

0
0
0
)                                (2

0
1
0
)

2
3

0
.4

 
2

2
4

.5
 

1
5

0
.6

 

2
1

7
.5

 
2

1
1

.7
 

＋
5

.8
 

＋
7

.0
 

＋
5

.9
 

2
0

6
.1

 

2
0

1
.5

 

1
9

6
.6

 
1

9
1

.4
 

1
8

4
.4

 
1

7
6

.5
 

1
7

1
.3

 
1

6
4

.2
 

1
5

7
.3

 

○
 

 近
年

、
死

亡
等

を
除

い
て

も
、
医

師
数

は
4
,0

0
0
人

程
度

、
 

毎
年

増
加

し
て

い
る

。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
医

師
数

）
 

平
成

1
0
年

 2
4
.9

万
人

 →
 平

成
2
2
年

 2
9
.5

万
人

 
 

（
注

）
 従

事
医

師
数

は
、
2
8
.0

万
人

 

人
口

１
０
万

対
医

師
数

の
年

次
推

移
 

（出
典

）医
師

・歯
科

医
師

・薬
剤

師
調

査
 

1
2

 



0

1
,0

0
0

2
,0

0
0

3
,0

0
0

4
,0

0
0

5
,0

0
0

6
,0

0
0

7
,0

0
0

8
,0

0
0

9
,0

0
0

1
0

,0
0

0

昭和3
6

3
7

 3
8

 3
9

 4
0

 4
1

 4
2

 4
3

 4
4

 4
5

 4
6

 4
7

 4
8

 4
9

 5
0

 5
1

 5
2

 5
3

 5
4

 5
5

 5
6

 5
7

 5
8

 5
9

 6
0

 6
1

 6
2

 6
3

 平成元

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 
1

0
 1

1
 1

2
 1

3
 1

4
 1

5
 1

6
 1

7
 1

8
 1

9
 2

0
 2

1
 2

2
 2

3
 2

4
 2

5
 

8
,2

8
0
人

 
（
昭
和

5
6
～

5
9
年
度
）

 

7
,6

2
5
人

 
（
平
成

1
5
～

1
9
年
度
）

 

（
人
）

 

昭
和

5
7
年

 
閣
議
決
定

 
 

「
医
師
に
つ
い
て
は

 
全
体
と
し
て
過
剰
を

 
招
か
な
い
よ
う
に
配
慮
」

 

昭
和

4
8
年

 
閣
議
決
定

 
 

「
無
医
大
県
解
消
構
想
」

 

○
医

学
部

の
入

学
定

員
を

、
過

去
最

大
規

模
ま

で
増

員
。

 

 
（
平
成

1
9
年
度

7
,6

2
5
人
→
平
成

2
5
年
度

9
,0

4
1
人
（
累
計

1
,4

1
6
人
増
）
）

 

医
学
部
入
学
定
員
の
年
次
推
移

 

7
,7

9
3
 

8
,4

8
6
 

8
,9

2
3
 

8
,8

4
6
 

平
成

2
5
年
度

 
8
,9

9
1
→

9
,0

4
1
人

 
【

5
0
人
増
】

 

1
3

 



 
 
地
域
の
医
師
確
保
を
目
的
と
し
た
都
道
府
県
地
域
枠

（
概
要
）

 

○
【
地
域
枠
】
（
平
成

2
2
年
度
よ
り
医
学
部
定
員
増
）

 
 
〈
１
〉
大
学
医
学
部
が
設
定
す
る
「
地
域
医
療
等
に
従
事
す
る
明
確
な
意
思
を
も
っ
た
学
生
の
選
抜
枠
」

 
 
〈
２
〉
都
道
府
県
が
設
定
す
る
奨
学
金
の
受
給
が
要
件

 
 

 
 

 
 

 
 
※
入
試
時
に
選
抜
枠
を
設
定
せ
ず
、
入
学
後
に
学
生
を
選
抜
す
る
場
合
も
あ
り

 

 
 

 
 

 
 

※
学
生
の
出
身
地
に
と
ら
わ
れ
ず
、
全
国
か
ら
募
集
す
る
場
合
も
あ
り

 

   
※

貸
与

額
及

び
返

還
免

除
要

件
に

つ
い

て
は

、
各

都
道

府
県

が
そ

の
実

情
に

応
じ

て
、

独
自

に
設

定
。

 

○
月
額
１
０
～
１
５
万
円

 
 

※
入
学
金
等
や
授
業
料
な
ど
別
途
支
給
の
場
合
あ
り

 
○
６
年
間
で
概
ね
１
２
０
０
万
円
前
後

  
 

※
私
立
大
学
医
学
生
等
に
は
、
別
途
加
算
の
場
合
あ
り

 

 
 

 
 

 
（
参
考

）
全

学
部

平
均

の
学

生
の

生
活

費
（授

業
料

含
む

）
は

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 国
公

立
大

学
で

約
１

４
０

万
/年

、
 

私
立

大
学

で
約

２
０

０
万

/
年

 
 

 
出

典
（独

）日
本

学
生

支
援

機
構

 
学

生
生

活
調

査
（
平

成
２

０
年

度
）
 

 
 

１
．
貸
与
額
 

○
医
師
免
許
取
得
後
、
下
記
の
よ
う
な
条
件
で
医
師
と
し
て
貸
与
期
間
の
概
ね

1
.5
倍
（
９
年

間
）
の
期
間
従
事
し
た
場
合
、
奨
学
金
の
返
還
が
免
除
さ
れ
る
。

 
 

 
 

 
１
．
都
道
府
県
内
の
特
定
の
地
域
や
医
療
機
関

 
 

（
公
的
病
院
、
都
道
府
県
立
病
院
、
市
町
村
立
病
院
、
へ
き
地
診
療
所
等
）

 

 
 

 
 
２
．
指
定
さ
れ
た
特
定
の
診
療
科
（
産
婦
人
科
・
小
児
科
等
の
医
師
不
足
診
療
科
）

 

２
．
返
還
免
除
要
件
 

・
平
成

2
2
年
度
地
域
枠
入
学
定
員
（

3
1

3
名
）
→
平
成

2
8
年
に
卒
業
見
込
み

 
 

・
平
成

2
3
年
度
地
域
枠
入
学
定
員
（

3
7

2
名
）
→
平
成

2
9
年
に
卒
業
見
込
み

 
・
平
成

2
4
年
度
地
域
枠
入
学
定
員
（

4
3

7
名
）
→
平
成

3
0
年
に
卒
業
見
込
み

 
・
平
成

2
5
年
度
地
域
枠
入
学
定
員
（

4
7

6
名
）
→
平
成

3
1
年
に
卒
業
見
込
み

 
 

医学教育（６年間） 

平
成

2
8
年
度
以
降
、
新
た
な

 
医
師
と
し
て
地
域
医
療
等
へ
貢
献
：

 

奨
学
金
の
例
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【
目

 
的

】
 

 
 

○
２

１
年

度
補

正
予

算
に

お
い

て
、

地
域

の
医

師
確

保
、

救
急

医
療

の
確

保
な

ど
、

地
域

に
お

け
る

医
療

課
題

の
解

決
を

図
る

た
め

、
都

道
府

県
に

基
金

を
設

置
。

 
○

２
２

年
度

補
正

予
算

に
お

い
て

、
対

象
地

域
を

都
道

府
県

単
位

（
三

次
医

療
圏

）の
広

域
医

療
圏

に
お

け
る

医
療

提
供

体
制

の
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
基

金
を

拡
充

。
 

○
２

３
年

度
補

正
予

算
に

お
い

て
、

被
災

３
県

（岩
手

県
、

宮
城

県
、

福
島

県
）
の

う
ち

、
津

波
等

で
甚

大
な

被
害

を
受

け
た

地
域

を
中

心
に

基
金

を
拡

充
。

 
○

２
４

年
度

予
備

費
を

活
用

し
、

被
災

地
（
岩

手
県

、
宮

城
県

、
福

島
県

、
茨

城
県

）に
お

け
る

医
療

施
設

の
早

期
復

旧
・復

興
に

つ
い

て
、

更
な

る
医

療
復

興
支

援
が

必
要

な
た

め
、

被
災

県
が

医
療

の
復

興
計

画
等

に
定

め
る

事
業

を
支

援
す

る
た

め
に

基
金

を
拡

充
。

 
○

２
４

年
度

補
正

予
算

に
て

、
地

域
医

療
再

生
計

画
に

基
づ

く
事

業
を

遂
行

し
て

い
く
中

で
、

計
画

策
定

時
 (平

成
2
2
年

度
)以

降
に

生
じ

た
状

況
変

化
に

対
応

す
る

た
め

に
生

じ
る

予
算

の
不

足
を

補
う

た
め

に
基

金
を

拡
充

。
 

【
対

象
事

業
】 

○
都

道
府

県
が

策
定

す
る

地
域

医
療

再
生

計
画

、
医

療
の

復
興

計
画

に
基

づ
く
事

業
を

支
援

 
    

地
域

医
療

再
生

基
金

の
概

要
 

 
財

源
 

予
算

措
置

額
 

対
象

地
域

 
計

画
期

間
 

平
成

２
１

年
度

補
正

予
算

 
２

，
３

５
０

億
円

 
二

次
医

療
圏

を
基

本
と

す
る

地
域

 
（
９

４
地

域
×

２
５

億
円

） 
平

成
２

５
年

度
ま

で
 

平
成

２
２

年
度

補
正

予
算

 
２

，
１

０
０

億
円

 
都

道
府

県
単

位
（三

次
医

療
圏

） 
※

一
次

・二
次

医
療

圏
を

含
む

広
域

医
療

圏
 

平
成

２
５

年
度

ま
で

 

平
成

２
３

年
度

補
正

予
算

 
７

２
０

億
円

 
被

災
３

県
（岩

手
、

宮
城

、
福

島
）
 

平
成

２
７

年
度

ま
で

 

平
成

２
４

年
度

予
備

費
 

３
８

０
億

円
 

被
災

３
県

及
び

茨
城

県
 

平
成

２
７

年
度

ま
で

 
（
茨

城
県

に
つ

い
て

は
、

平
成

２
５

年
度

ま
で

）
 

平
成

２
４

年
度

補
正

予
算

 
５

０
０

億
円

 
都

道
府

県
単

位
 

平
成

２
５

年
度

末
ま

で
に

開
始

し
た

事
業

 
こ

れ
ま

で
交

付
し

た
分

で
２

５
年

度
ま

で
と

 
し

て
い

た
も

の
も

同
様

の
扱

い
と

す
る

。
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○
産
婦
人
科
、
小
児
科
等
の
厳
し
い
勤
務
環
境
に
あ
る
診
療
科
に
お
い
て
医
師
が
不
足

 

救
急
医
（
産
科
医
、
麻
酔
科
医
、
新
生
児
科
医
、
小
児
科
医
等
を
含
む
）
に
救
急
勤
務
医
手
当

を
支
給
す
る
２
次
救
急
医
療
機
関
等
に
対
し
て
財
政
支
援

 

医
師
不
足
の
診
療
科
の
医
師
確
保
対
策

 

産
科
医
等
に
分
娩
手
当
等
を
支
給
す
る
分
娩
取
扱
機
関
に
対
し
て
財
政
支
援

 

出
生
後
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
新
生
児
集
中
治
療
管
理
室
）
に
入
る
新
生
児
を
担
当
す
る
医
師
に
手
当
を

支
給
す
る
医
療
機
関
に
対
し
て
財
政
支
援

 

1
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【
 

医
療

連
携

体
制

の
構

築
・
明

示
 

】
 

◇
 

五
疾

病
五

事
業

ご
と

に
、

必
要

な
医

療
機

能
（
目

標
、

医
療

機
関

に
求

め
ら

れ
る

事
項

等
）と

各
医

療
機

能
を

担
う

医
療

機
関

の
名

称
を

医
療

計
画

に
記

載
し

、
地

域
の

医
療

連
携

体
制

を
構

築
。

 

◇
 

地
域

の
医

療
連

携
体

制
を

分
か

り
や

す
く
示

す
こ

と
に

よ
り

、
住

民
や

患
者

が
地

域
の

医
療

機
能

を
理

解
。

 

◇
 

指
標

に
よ

り
、

医
療

資
源

・医
療

連
携

等
に

関
す

る
現

状
を

把
握

し
た

上
で

課
題

の
抽

出
、

数
値

目
標

を
設

定
、

施
策

等
の

策
定

を
 

 
 

行
い

、
そ

の
進

捗
状

況
等

を
評

価
し

、
見

直
し

を
行

う
（
疾

病
・
事

業
ご

と
の

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

の
推

進
）。

 

  ○
 

各
都

道
府

県
が

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
て

、
当

該
都

道
府

県
に

お
け

る
医

療
提

供
体

制
の

確
保

を
図

る
た

め
に

策
定

。
 

○
 

医
療

提
供

の
量

（
病

床
数

）を
管

理
す

る
と

と
も

に
、

質
（
医

療
連

携
・
医

療
安

全
）
を

評
価

。
 

○
 

医
療

機
能

の
分

化
・
連

携
（「

医
療

連
携

」
）を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

急
性

期
か

ら
回

復
期

、
在

宅
療

養
に

至
る

ま
で

、
地

域
全

体
で

切
れ

目
な

く
必

要
な

医
療

が
提

供
さ

れ
る

「地
域

完
結

型
医

療
」を

推
進

。
 

 
 

 
 

趣
旨

 

○
 

新
た

に
精

神
疾

患
を

加
え

た
五

疾
病

五
事

業
（※

）及
び

在
宅

医
療

に
係

る
目

標
、

医
療

連
携

体
制

及
び

住
民

へ
の

情
報

提
供

 
 

 
推

進
策

 
 

   ○
 

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

実
施

す
る

事
業

等
に

よ
る

医
師

、
看

護
師

等
の

医
療

従
事

者
の

確
保

 
 

 
 

○
 

医
療

の
安

全
の

確
保

 
 

 
○

 
二

次
医

療
圏

（
※

）
、

三
次

医
療

圏
の

設
定

 
 

 
○

 
基

準
病

床
数

の
算

定
 

 
等

 
   

平
成

２
５

年
度

か
ら

の
医

療
計

画
に

お
け

る
記

載
事

項
 

※
 

五
疾

病
五

事
業

･･･五
つ

の
疾

病
（が

ん
、

脳
卒

中
、

急
性

心
筋

梗
塞

、
糖

尿
病

、
精

神
疾

患
）と

五
つ

の
事

業
（救

急
医

療
、

災
害

時
に

お
け

る
医

療
、

へ
き

地
の

医
療

、
周

産
期

医
療

、
小

児
医

療
（小

児
救

急
医

療
を

含
む

））を
い

う
。

災
害

時
に

お
け

る
医

療
は

、
東

日
本

大
震

災
の

経
緯

を
踏

ま
え

て
見

直
し

。
 

医
療

計
画

制
度

に
つ

い
て

 
医

療
計

画
制

度
に

つ
い

て
 

※
 

国
の

指
針

に
お

い
て

、
一

定
の

人
口

規
模

及
び

一
定

の
患

者
流

入
・流

出
割

合
に

基
づ

く
、

二
次

医
療

圏
の

設
定

の
考

え
方

を
明

示
し

、
見

直
し

を
促

進
。
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平
成

2
6
年

度
概

算
要

求
額

１
３

．
５

億
円

 
（
平

成
2
5
年

度
予

算
 ９

．
６

億
円

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（４
２

箇
所

） 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（３
０

箇
所

）
 

  

  ○
  都

道
府

県
内

の
医

師
不

足
の

状
況

を
個

々
の

病
院

レ
ベ

ル
で

分
析

し
、

優
先

的
に

支
援

す
べ

き
医

療
機

関
を

判
断

。
 

 
 

 
 

医
師

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
上

の
不

安
を

解
消

し
な

が
ら

、
大

学
な

ど
の

関
係

者
と

地
域

医
療

対
策

協
議

会
な

ど
に

 
 

 
 

 
お

い
て

調
整

の
上

、
地

域
の

医
師

不
足

病
院

の
医

師
確

保
を

支
援

。
 

     ○
  医

師
を

受
入

れ
る

医
療

機
関

に
対

し
、

医
師

が
意

欲
を

持
っ

て
着

任
可

能
な

環
境

作
り

を
指

導
・支

援
。

ま
た

、
公

的
 

 
 

 
 

補
助

金
決

定
に

も
参

画
。

 

大
学

 

協
力

 
地

域
医

療
体

験
 

事
業

へ
の

参
加

 

地
域

医
療

機
関

 

地
域

医
療

機
関

 

地
域

医
療

機
関

と
県

内
中

核
病

院
と

の
間

を
循

環
し

な
が

ら
キ

ャ
リ

ア
形

成
 

 
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 

最
新

の
医

療
技

術
習

得
の

 
た

め
の

研
修

参
加

 
地

域
医

療
機

関
 地

域
医

療
機

関
 

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

の
役

割
 

 
 

  
 

 都
道

府
県

が
責

任
を

持
っ

て
医

師
の

地
域

偏
在

の
解

消
に

取
組

む
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
タ

ワ
ー

の
確

立
。

 


 地

域
枠

医
師

や
地

域
医

療
支

援
セ

ン
タ

ー
自

ら
が

確
保

し
た

医
師

な
ど

を
活

用
し

な
が

ら
、

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

と
一

体
的

に
、

地
域

の
医

師
不

足
病

院
の

医
師

確
保

を
支

援
。

 


 医

師
確

保
の

実
働

部
隊

と
し

て
、

喫
緊

の
課

題
で

あ
る

医
師

の
地

域
偏

在
解

消
に

取
組

む
。

 
 

 
 

    
 

 
   ・

設
置
場
所

 ：
都
道
府
県
庁
、
○
○
大
学
病
院
、
都
道
府
県
立
病
院

 等
 

  
 

 
 

  
 

 
 

 

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

の
目

的
と

体
制

 

Ａ
県

 

Ｂ
県

 

医
師
の
地
域
偏
在
（
都
市
部
へ
の
医
師
の
集
中
）
の
背
景

 


 高

度
・
専
門
医
療
へ
の
志
向
、
都
市
部
の
病
院
に
戻
れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
将
来
へ
の
不
安

 等
 

地
域

医
療

を
志

向
す

る
医

師
に

係
る

県
域

を
越

え
た

情
報

交
換

と
配

置
の

調
整

 

地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
経
費

 

3
1

3
 

3
7

2
 

4
3

7
 

4
7

6
 

0

2
0

0

4
0

0

平
成

2
2
年

 
平

成
2

3
年

 
平

成
2

4
年

 
平

成
2

5
年

 

地
域

枠
の

医
学

部
入

学
定

員
（※

）の
推

移
 

(※
) 

医
学

部
の

定
員

増
と

し
て

認
め

ら
れ

た
分

で
あ

り
、

 
 

 
こ

の
ほ

か
、

既
存

の
定

員
等

を
活

用
し

都
道

府
県

と
 

 
 

大
学

が
独

自
に

設
定

し
た

地
域

枠
も

あ
る

。
 


  平

成
２

５
年

度
現

在
、

全
国

３
０

道
府

県
の

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

の
運

営
に

対
す

る
支

援
を

実
施

し
て

い
る

。
 


  平

成
２

３
年

度
以

降
、

３
０

道
府

県
で

合
計

１
，

０
６

９
名

の
医

師
を

各
道

府
県

内
の

医
療

機
関

へ
あ

っ
せ

ん
・
派

遣
を

す
る

な
ど

の
実

績
を

上
げ

て
い

る
。

（平
成

２
５

年
７

月
末

時
点

） 
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平
成

２
５

年
７

月
３

１
日

現
在

常
勤

非
常

勤

北
海

道
H

2
3
.4

4
5

2
6

職
業

紹
介

事
業

（
5
6
名

）
、

県
職

員
で

あ
る

医
師

を
派

遣
（
3
名

）
、

そ
の

他
の

派
遣

・
あ

っ
せ

ん
（
1
2
名

）
道

庁
内

専
任

医
師

１
名

専
従

職
員

３
名

○
北

海
道

庁
保

健
福

祉
部

医
療

政
策

局
地

域
医

師
確

保
推

進
室

 医
療

参
事

青
森

県
H

2
3
.4

6
3

0
職

業
紹

介
事

業
（
6
名

）
、

修
学

資
金

貸
与

者
の

配
置

調
整

（
7
名

）
、

自
治

医
科

大
卒

業
生

の
配

置
調

整
（
5
0
名

）
県

庁
内

専
任

医
師

２
名

専
従

職
員

４
名

○
青

森
県

健
康

福
祉

部
医

療
薬

務
課

 良
医

育
成

支
援

特
別

顧
問

　
（
元

む
つ

総
合

病
院

 院
長

）
○

中
南

地
域

県
民

局
健

康
福

祉
部

 部
長

岩
手

県
H

2
3
.4

2
5

1
県

出
身

医
師

な
ど

に
直

接
交

渉
し

た
こ

と
に

よ
る

招
へ

い
（
2
6
名

）
県

庁
内

専
任

医
師

１
名

専
従

職
員

１
名

ほ
か

県
庁

職
員

○
岩

手
医

科
大

学
 医

学
部

長
○

岩
手

県
保

健
福

祉
部

医
療

政
策

室
 室

長

宮
城

県
H

2
4
.4

6
2

0
職

業
紹

介
事

業
（
4
名

）
、

修
学

資
金

貸
与

者
の

配
置

調
整

（
2
8
名

）
、

自
治

医
科

大
卒

業
生

の
配

置
調

整
（
1
6
名

）
、

県
職

員
で

あ
る

医
師

を
派

遣
（
1
4
名

）
県

庁
内

専
任

医
師

２
名

専
従

職
員

３
名

○
宮

城
県

保
健

福
祉

部
医

療
整

備
課

 医
療

政
策

専
門

監
○

東
北

大
学

病
院

卒
後

研
修

セ
ン

タ
ー

 助
教

福
島

県
H

2
3
.1

2
1
2

3
8

職
業

紹
介

事
業

（
6
名

）
、

修
学

資
金

貸
与

者
の

配
置

調
整

（
3
名

）
自

治
医

科
大

卒
業

生
の

配
置

調
整

（
3
名

）
、

そ
の

他
の

派
遣

・
あ

っ
せ

ん
（
3
8
名

）
福

島
医

科
大

学
内

専
任

医
師

１
名

専
従

職
員

２
名

○
福

島
県

立
医

科
大

学
医

学
部

 整
形

外
科

学
講

座
助

教

茨
城

県
H

2
4
.4

4
5

0
修

学
資

金
貸

与
者

の
配

置
調

整
（
2
5
名

）
、

自
治

医
科

大
卒

業
生

の
配

置
調

整
（
2
0
名

）
県

庁
内

専
任

医
師

２
名

専
従

職
員

３
名

○
茨

城
県

立
中

央
病

院
 副

院
長

○
生

き
い

き
診

療
所

ゆ
う

き
 所

長

埼
玉

県
H

2
5
.4

1
2

0
自

治
医

科
大

卒
業

生
の

配
置

調
整

(1
2
名

）
県

庁
内

専
任

医
師

１
名

専
従

職
員

３
名

○
埼

玉
県

保
健

医
療

部
参

事

千
葉

県
H

2
4
.4

4
0

職
業

紹
介

事
業

（
1
名

）
、

修
学

資
金

貸
与

者
の

配
置

調
整

（
1
名

）
自

治
医

科
大

卒
業

生
の

配
置

調
整

（
2
名

）
県

庁
内

専
任

医
師

１
名

専
従

職
員

４
名

○
N

P
O

法
人

千
葉

医
師

研
修

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

 参
事

　
（
元

千
葉

大
学

医
学

部
附

属
病

院
総

合
医

療
教

育
研

修
セ

ン
タ

ー
　

 特
任

講
師

）

新
潟

県
H

2
3
.1

2
7

0
職

業
紹

介
事

業
（
1
名

）
、

修
学

資
金

貸
与

者
の

配
置

調
整

（
3
名

）
自

治
医

科
大

卒
業

生
の

配
置

調
整

（
3
名

）
県

庁
内

専
任

医
師

２
名

専
従

職
員

３
名

○
新

潟
県

福
祉

保
健

部
医

師
・
看

護
職

員
確

保
対

策
課

 参
事

○
新

潟
大

学
医

歯
学

総
合

病
院

総
合

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

 特
任

助
教

石
川

県
H

2
5
.6

0
0

県
庁

内
専

任
医

師
１

名
専

従
職

員
１

名
○

金
沢

大
学

附
属

病
院

 地
域

医
療

教
育

セ
ン

タ
ー

長

山
梨

県
H

2
5
.4

0
0

山
梨

大
学

医
学

部
附

属
病

院及
び

県
庁

内
専

任
医

師
１

名
○

山
梨

大
学

医
学

部
附

属
病

院
 准

教
授

長
野

県
H

2
3
.1

0
3
6

1
1

職
業

紹
介

事
業

（
2
6
名

）
、

修
学

資
金

貸
与

者
の

配
置

調
整

（
2
1
名

）
県

庁
内

専
任

医
師

２
名

専
従

職
員

３
名

○
信

州
大

学
医

学
部

附
属

病
院

 准
教

授
○

信
州

大
学

医
学

部
附

属
病

院
 助

教

岐
阜

県
H

2
3
.4

3
7

0
修

学
資

金
貸

与
者

の
配

置
調

整
（
3
7
名

）
岐

阜
大

学
医

学
部

内
専

任
医

師
１

名
専

従
職

員
１

名
○

岐
阜

大
学

医
学

部
附

属
病

院
 副

病
院

長
　

（
兼

岐
阜

大
学

医
学

部
附

属
地

域
医

療
医

学
セ

ン
タ

ー
長

）

静
岡

県
H

2
3
.4

8
7

0
修

学
資

金
貸

与
者

の
配

置
調

整
（
3
0
名

）
、

キ
ャ

リ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

活
用

し
た

配
置

調
整

（
5
6
名

）
、

そ
の

他
の

派
遣

・
あ

っ
せ

ん
（
1
名

）
県

庁
内

専
任

医
師

１
名

専
従

職
員

６
名

○
静

岡
県

立
総

合
病

院
 院

長
代

理
○

浜
松

医
科

大
学

 特
任

任
講

師

三
重

県
H

2
4
.5

6
5

0
職

業
紹

介
事

業
（
1
1
名

）
、

修
学

資
金

貸
与

者
の

配
置

調
整

（
3
3
名

）
自

治
医

科
大

卒
業

生
の

配
置

調
整

（
2
5
名

）
県

庁
内

専
任

医
師

１
名

専
従

職
員

３
名

○
三

重
大

学
医

学
部

附
属

病
院

 助
教

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

の
派

遣
実

績
等

に
つ

い
て

医
師

の
派

遣
・
あ

っ
せ

ん
実

績
都

道
府

県
設

置
年

月
日

設
置

場
所

体
　

　
制

専
　

任
　

医
　

師

1
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平
成

２
５

年
７

月
３

１
日

現
在

常
勤

非
常

勤

滋
賀

県
H

2
4
.9

2
8

0
自

治
医

科
大

卒
業

生
の

配
置

調
整

（
2
8
名

）
県

庁
内

専
任

医
師

１
名

専
従

職
員

１
名

○
滋

賀
医

科
大

学
 特

任
教

授

京
都

府
H

2
3
.6

5
7

0

修
学

資
金

貸
与

者
の

配
置

調
整

（
2
6
名

）
、

自
治

医
科

大
卒

業
生

の
配

置
調

整
（
2
5
名

）
、

キ
ャ

リ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

活
用

し
た

配
置

調
整

（
4
名

）
、

そ
の

他
の

派
遣

・
あ

っ
せ

ん
（
2
名

）

府
庁

内
専

任
医

師
２

名
専

従
職

員
３

名
○

行
政

職
医

師
 保

健
医

療
対

策
監

○
行

政
職

医
師

 医
務

主
幹

大
阪

府
H

2
5
.4

9
0

自
治

医
科

大
卒

業
生

の
配

置
調

整
（
5
名

）
、

キ
ャ

リ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

活
用

し
た

配
置

調
整

（
4
名

）
大

阪
府

立
急

性
期

・
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
専

任
医

師
１

名
専

従
職

員
３

名
○

大
阪

府
立

急
性

期
・
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
 部

長

奈
良

県
H

2
5
.4

1
3

0
修

学
資

金
貸

与
者

の
配

置
調

整
（
1
2
名

）
、

県
職

員
で

あ
る

医
師

を
派

遣
（
1
名

）
奈

良
県

立
医

科
大

学
専

従
医

師
２

名
○

奈
良

県
立

医
科

大
学

 地
域

医
療

学
講

座
教

授

和
歌

山
県

H
2
5
.4

5
4

0
職

業
紹

介
事

業
（
1
名

）
、

修
学

資
金

貸
与

者
の

配
置

調
整

（
2
0
名

）
、

自
治

医
科

大
卒

業
生

の
配

置
調

整
（
3
0
名

）
、

そ
の

他
の

派
遣

・
あ

っ
せ

ん
（
3
名

）
和

歌
山

県
立

医
科

大
学

専
任

医
師

２
名

専
従

職
員

２
名

○
和

歌
山

県
立

医
科

大
学

附
属

病
院

　
准

教
授

○
和

歌
山

県
立

医
科

大
学

附
属

病
院

　
助

教

島
根

県
H

2
3
.8

8
8

0
職

業
紹

介
事

業
（
3
1
名

）
、

修
学

資
金

貸
与

者
の

配
置

調
整

（
5
7
名

）
島

根
大

学
医

学
部

内
及

び
県

庁
内

専
任

医
師

４
名

専
従

職
員

５
名

○
島

根
大

学
医

学
部

附
属

病
院

 准
教

授
○

島
根

大
学

医
学

部
附

属
病

院
 講

師
○

島
根

大
学

医
学

部
附

属
病

院
 講

師
○

島
根

大
学

医
学

部
附

属
病

院
 助

教

岡
山

県
H

2
5
.4

1
8

0
職

業
紹

介
事

業
（
1
名

）
、

自
治

医
科

大
卒

業
生

の
配

置
調

整
（
1
7
名

）
県

庁
内

及
び

岡
山

大
学

専
任

医
師

２
名

専
従

職
員

２
名

○
岡

山
済

生
会

総
合

病
院

 名
誉

院
長

○
岡

山
大

学
大

学
院

　
助

教

広
島

県
H

2
3
.4

1
0
3

1

職
業

紹
介

事
業

（
1
6
名

）
、

修
学

資
金

貸
与

者
の

配
置

調
整

（
5
名

）
、

自
治

医
科

大
卒

業
生

の
配

置
調

整
（
4
8
名

）
、

キ
ャ

リ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

活
用

し
た

配
置

調
整

（
3
4
名

）
、

県
職

員
で

あ
る

医
師

を
派

遣
（
1
名

）

(財
)広

島
県

地
域

保
健

医
療

推
進

機
構

内
専

任
医

師
１

名
専

従
職

員
６

名
○

広
島

県
医

療
政

策
課

 専
門

員
　

（
兼

県
立

病
院

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

専
門

員
）

徳
島

県
H

2
3
.1

1
3
7

0
職

業
紹

介
事

業
（
1
名

）
、

修
学

資
金

貸
与

者
の

配
置

調
整

（
4
名

）
、

自
治

医
科

大
卒

業
生

の
配

置
調

整
（
2
0
名

）
、

キ
ャ

リ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

活
用

し
た

配
置

調
整

（
6
名

）
徳

島
大

学
医

学
部

内
専

任
医

師
１

名
専

従
職

員
２

名
○

徳
島

大
学

病
院

 特
任

助
教

愛
媛

県
H

2
5
.4

0
0

愛
媛

大
学

専
任

医
師

１
名

専
従

職
員

２
名

○
愛

媛
大

学
附

属
病

院
 准

教
授

高
知

県
H

2
3
.4

1
2

1
職

業
紹

介
事

業
（
8
名

）
、

県
職

員
で

あ
る

医
師

を
派

遣
（
3
名

）
高

知
大

学
医

学
部

内
専

任
医

師
２

名
専

従
職

員
３

名
○

元
高

知
大

学
医

学
部

附
属

病
院

 病
院

長
○

県
立

あ
き

総
合

病
院

（
放

射
線

科
）
 医

師

長
崎

県
H

2
5
.4

1
0

2
職

業
紹

介
事

業
（
1
0
名

）
、

そ
の

他
の

派
遣

・
あ

っ
せ

ん
（
2
名

）
国

立
病

院
機

構
長

崎
医

療
セ

ン
タ

ー
専

任
医

師
２

名
専

従
職

員
３

名

○
国

立
病

院
機

構
長

崎
医

療
セ

ン
タ

ー
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
　

セ
ン

タ
ー

長
・
救

急
科

部
長

○
国

立
病

院
機

構
長

崎
医

療
セ

ン
タ

ー
臨

床
疫

学
研

究
室

 室
長

大
分

県
H

2
3
.1

0
6

2
職

業
紹

介
事

業
（
1
名

）
、

奨
学

金
貸

与
者

の
配

置
調

整
（
4
名

）
県

職
員

で
あ

る
医

師
を

派
遣

（
2
名

）
、

そ
の

他
の

派
遣

・
あ

っ
せ

ん
（
1
名

）
大

分
大

学
医

学
部

内
専

任
医

師
２

名
専

従
職

員
３

名
○

大
分

大
学

医
学

部
附

属
病

院
　

助
教

○
大

分
大

学
附

属
病

院
　

助
教

宮
崎

県
H

2
3
.1

0
5
1

1
職

業
紹

介
事

業
（
1
1
名

）
、

修
学

資
金

貸
与

者
の

配
置

調
整

（
7
名

）
、

自
治

医
科

大
卒

業
生

の
配

置
調

整
（
3
3
名

）
、

県
職

員
で

あ
る

医
師

を
派

遣
（
1
名

）
県

庁
内

専
任

医
師

２
名

専
従

職
員

３
名

○
県

立
宮

崎
病

院
　

医
長

○
県

立
日

南
病

院
　

医
長

9
8
6

8
3

合
計

　
１

，
０

６
９

　
名

注
）
非

常
勤

は
常

勤
換

算
後

の
数

専
　

任
　

医
　

師

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

の
派

遣
実

績
等

に
つ

い
て

派
遣

・
あ

っ
せ

ん
人

数
計

医
師

の
派

遣
・
あ

っ
せ

ん
実

績
都

道
府

県
設

置
年

月
日

設
置

場
所

体
　

　
制

2
0

 



岩
手

県
の

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

派
遣

・あ
っ

せ
ん

の
内

容
に

つ
い

て
 

１
．

二
次

医
療

圏
別

分
布

医
療

圏
名

人
口

（
人

）
医

師
数

（
人

）
※

従
事

者
数

1
0
万

人
あ

た
り

(全
国

平
均

2
1
9
.0

)
あ

っ
せ

ん
・
派

遣
医

師
数

（
人

）
盛

岡
4
8
1
,3

5
7

1
,2

7
8

2
6
5
.5

2
岩

手
中

部
2
3
1
,4

8
0

3
0
6

1
3
2
.2

3
胆

江
1
4
1
,4

5
1

2
0
8

1
4
7
.0

5
両

磐
1
3
6
,5

8
9

1
9
9

1
4
5
.7

7
気

仙
7
0
,2

8
4

1
0
0

1
4
2
.3

3
釜

石
5
4
,5

8
7

7
1

1
3
0
.1

4
宮

古
9
2
,3

9
2

9
7

1
0
5
.0

1
久

慈
6
2
,3

4
5

7
3

1
1
7
.1

0
二

戸
6
0
,1

7
2

8
1

1
3
4
.6

1

２
．

診
療

科
別

分
布

診
療

科
名

あ
っ

せ
ん

・
派

遣
医

師
数

（
人

）
内

科
1
2

小
児

科
7

整
形

外
科

2
麻

酔
科

2
呼

吸
器

科
2

眼
科

0
そ

の
他

1

３
－

②
診

療
科

別
分

布

診
療

科
名

あ
っ

せ
ん

・
派

遣
医

師
数

（
人

）
内

科
1

３
．

項
番

１
の

う
ち

人
口

１
０

万
人

あ
た

り
医

師
数

が
最

小
で

あ
る

宮
古

医
療

圏
に

つ
い

て
３

－
①

．
市

町
村

別
分

布

市
町

村
名

人
口

（
人

）
医

師
数

（
人

）
※

従
事

者
数

1
0
万

人
あ

た
り

あ
っ

せ
ん

・
派

遣
医

師
数

（
人

）
宮

古
市

5
9
,1

1
8

8
3

1
4
0
.4

1
山

田
町

1
8
,7

4
5

7
3
7
.3

岩
泉

町
1
0
,6

9
3

6
5
6
.1

田
野

畑
村

3
,8

3
6

1
2
6
.1

４
．

項
番

１
の

う
ち

人
口

１
０

万
人

あ
た

り
医

師
数

が
最

大
で

あ
る

盛
岡

医
療

圏
に

つ
い

て
４

－
①

．
市

町
村

別
分

布

市
町

村
名

人
口

（
人

）
医

師
数

（
人

）
※

従
事

者
数

1
0
万

人
あ

た
り

あ
っ

せ
ん

・
派

遣
医

師
数

（
人

）
盛

岡
市

2
9
8
,1

1
4

1
,1

4
1

3
8
2
.7

2
八

幡
平

市
2
8
,6

7
1

1
9

6
6
.3

雫
石

町
1
8
,0

9
8

1
9

1
0
5
.0

葛
巻

町
7
,0

8
8

7
9
8
.8

岩
手

町
1
4
,8

7
5

1
1

7
3
.9

滝
沢

村
5
4
,3

1
1

3
1

5
7
.1

紫
波

町
3
3
,3

7
2

2
2

6
5
.9

４
－

②
診

療
科

別
分

布

診
療

科
名

あ
っ

せ
ん

・
派

遣
医

師
数

（
人

）
内

科
2

【
あ

っ
せ

ん
（
派

遣
）の

手
法

】 

他
県

在
住

の
岩

手
県

出
身

医
師

、
岩

手
県

地
域

医
療

に
興

味
の

あ
る

他
県

出
身

医
師

等
に

対
し

訪
問

活
動

を
行

い
、

医
師

の
希

望
と

診
療

所
等

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
に

よ
る

あ
っ

せ
ん

（
招

聘
）

 

３
－

③
設

立
主

体
分

布

区
分

あ
っ

せ
ん

・
派

遣
医

師
数

（
人

）
公

立
病

院
1

４
－

③
設

立
主

体
分

布

区
分

あ
っ

せ
ん

・
派

遣
医

師
数

（
人

）
公

立
病

院
2

2
1

 



滋
賀

県
の

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

派
遣

・あ
っ

せ
ん

の
内

容
に

つ
い

て
 

【
あ

っ
せ

ん
（
派

遣
）の

手
法

】 
自

治
医

科
大

学
卒

業
生

の
配

置
調

整
 

2
2

 

１
．

二
次

医
療

圏
別

分
布

医
療

圏
名

人
口

（
人

）
医

師
数

（
人

）
※

従
事

者
数

1
0
万

人
あ

た
り

(全
国

平
均

2
1
9
.0

)
あ

っ
せ

ん
・
派

遣
医

師
数

（
人

）
大

津
医

療
圏

3
3
7
,6

3
4

1
,1

1
2

3
2
9
.4

5
湖

南
医

療
圏

3
2
1
,0

4
4

6
5
6

2
0
4
.3

甲
賀

医
療

圏
1
4
7
,3

1
8

1
7
1

1
1
6
.1

5
東

近
江

医
療

圏
2
3
3
,0

0
3

3
2
1

1
3
7
.8

8
湖

東
医

療
圏

1
5
5
,1

0
1

2
2
0

1
4
1
.8

湖
北

医
療

圏
1
6
4
,1

9
1

2
8
4

1
7
3
.0

8
湖

西
医

療
圏

5
2
,4

8
6

6
6

1
2
5
.7

2

２
．

診
療

科
別

分
布

診
療

科
名

あ
っ

せ
ん

・
派

遣
医

師
数

（
人

）
内

科
1

産
婦

人
科

3
小

児
科

5
そ

の
他

1
9

３
．

項
番

１
の

う
ち

人
口

１
０

万
人

あ
た

り
医

師
数

が
最

小
で

あ
る

甲
賀

医
療

圏
に

つ
い

て
３

－
①

．
市

町
村

別
分

布

市
町

村
名

人
口

（
人

）
医

師
数

（
人

）
※

従
事

者
数

1
0
万

人
あ

た
り

あ
っ

せ
ん

・
派

遣
医

師
数

（
人

）
甲

賀
市

9
2
,7

0
4

1
3
7

1
4
7
.8

4
湖

南
市

5
4
,6

1
4

3
4

6
2
.3

1

３
－

②
診

療
科

別
分

布

診
療

科
名

あ
っ

せ
ん

・
派

遣
医

師
数

（
人

）
そ

の
他

5

３
－

③
設

立
主

体
分

布

区
分

あ
っ

せ
ん

・
派

遣
医

師
数

（
人

）
公

立
病

院
4

公
的

病
院

1
４

．
項

番
１

の
う

ち
人

口
１

０
万

人
あ

た
り

医
師

数
が

最
大

で
あ

る
大

津
医

療
圏

に
つ

い
て

４
－

①
．

市
町

村
別

分
布

市
町

村
名

人
口

（
人

）
医

師
数

（
人

）
※

従
事

者
数

1
0
万

人
あ

た
り

あ
っ

せ
ん

・
派

遣
医

師
数

（
人

）
大

津
市

3
3
7
,6

3
4

1
,1

1
2

3
2
9
.4

5

４
－

②
診

療
科

別
分

布

診
療

科
名

あ
っ

せ
ん

・
派

遣
医

師
数

（
人

）
小

児
科

1
そ

の
他

4

４
－

③
設

立
主

体
分

布

区
分

あ
っ

せ
ん

・
派

遣
医

師
数

（
人

）
公

立
病

院
1

公
的

病
院

4

そ
の

他
の

診
療

科
は

へ
き

地
診

療
所

へ
の

 
配

置
等

の
た

め
診

療
科

が
特

定
で

き
な

い
者

 



看
護
職
員
確
保
対
策
に
つ
い
て

 

資
料

２
 

第
３

３
回

社
会

保
障

審
議

会
医

療
部

会
 

平
成

2
５

年
１

０
月

４
日

 

１
 



「
医
療
提
供
体
制
の
改
革
に
関
す
る
意
見
」

 
（
平
成
２
３
年
１
２
月
２
２
日

 
社
会
保
障
審
議
会
医
療
部
会
）
（
抜
粋
）

 
 １
．
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
師
等
確
保
対
策

 
（
１
）
医
師
等
の
人
材
確
保

 
○
 
医
師
の
地
域
間
、
診
療
科
間
の
偏
在
の
是
正
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
都
道
府
県
が
担
う

 
 
役
割
を
強
化
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
師
確
保
体
制
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

 
 ○
 
看
護
職
員
の
不
足
・
偏
在
も
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
離
職
防
止
対
策
や
養
成
所
へ
の
補
助
等
に
よ
り
看

 
 
護
職
員
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

 
 ○
 
病
院
勤
務
医
の
疲
弊
、
女
性
の
医
療
従
事
者
の
増
加
、
看
護
職
員
の
不
足
と
い
っ
た
現
状
を
踏
ま
え
、

 
 
負
担
の
大
き
い
医
療
従
事
者
の
労
働
環
境
改
善
に
向
け
た
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

 

⑮
 

看
護
職
員
確
保
対
策
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
議
論

 

「
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
報
告
書
」
（
平
成
２
５
年
８
月
６
日
）
（
抜
粋
）

 
第
２
部
 
社
会
保
障
４
分
野
の
改
革

 
 
Ⅱ
 
医
療
・
介
護
分
野
の
改
革

 
 
 
２
 
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
改
革

 
 
 
（
６
）
医
療
の
在
り
方
 

 
 
医
療
従
事
者
の
確
保
と
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
は
、
さ
ら
に
、
激
務
が
指
摘
さ
れ
る
医
療
機
関
の
勤

 
 

 
務
環
境
を
改
善
す
る
支
援
体
制
を
構
築
す
る
等
、
医
療
従
事
者
の
定
着
・
離
職
防
止
を
図
る
こ
と
が
必

 
 
要
で
あ
る
。

 
 
 

 
 
特
に
、
看
護
職
員
に
つ
い
て
は
、
養
成
拡
大
や
潜
在
看
護
職
員
の
活
用
を
図
る
た
め
に
、
看
護
大
学

 
 
の
定
員
拡
大
及
び
大
卒
社
会
人
経
験
者
等
を
対
象
と
し
た
新
た
な
養
成
制
度
の
創
設
、
看
護
師
資
格
保

 
 
持
者
の
登
録
義
務
化
等
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 
２

 



「
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
第
４
条
の
規
定
に
基
づ
く
「
法
制
上
の
措
置
」
の
骨
子
に
つ
い
て
」
（
抄
）

 
〔
平
成
25 年

８
月

21 日
閣
議
決
定
〕
 

  （
３
）
医
療
従
事
者
、
医
療
施
設
等
の
確
保
及
び
有
効
活
用
等
を
図
り
、
効
率
的
で
質
の
高
い
医
療
提
供
体
制
を
構
 

 
築
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
高
齢
化
の
進
展
に
対
応
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
（
医
療
、
介
護
、
住
ま
い
、

 
 

 
予
防
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
身
近
な
地
域
で
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制
）
を
構
築
す
る
こ
と
を
通
じ
、
地
域
 

 
で
必
要
な
医
療
を
確
保
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
診
療
報
酬
に
係
る
適
切
な
対
応
の
在
り
方
等
に
つ
 

 
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。
 

 
①

 
病
床
の
機
能
分
化
・
連
携
及
び
在
宅
医
療
・
在
宅
介
護
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
事
項

 
 

 
イ
 
病
床
機
能
に
関
す
る
情
報
を
都
道
府
県
に
報
告
す
る
制
度
の
創
設

 
 

 
ロ
 
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
及
び
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
 

 
 
（
必
要
な
病
床
の
適
切
な
区
分
の
設
定
、
都
道
府
県
の
役
割
の
強
化
等
）

 
 

 
ハ
 
新
た
な
財
政
支
援
の
制
度
の
創
設

 
 

 
ニ
 
医
療
法
人
間
の
合
併
、
権
利
の
移
転
に
関
す
る
制
度
等
の
見
直
し

 
 
②
 
地
域
に
お
け
る
医
師
、
看
護
職
員
等
の
確
保
及
び
勤
務
環
境
の
改
善
等
に
係
る
施
策
 

 
③

 
医
療
職
種
の
業
務
範
囲
及
び
業
務
の
実
施
体
制
の
見
直
し

 
 

（
略
）

 
 
 

（
５
）
次
期
医
療
計
画
の
策
定
時
期
が
平
成

30
 年

度
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
（
３
）
に
掲
げ
る
必
要
な
措
置
を
 

 
平
成

29
 年

度
ま
で
を
目
途
に
順
次
講
ず
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
こ
の
た
め
に
必
要
な
法
律
案
を
平
成

2
6
 
年
通
常

 
 
国
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

 

３
 



○
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
の
推
進
に
向
け
た
マ
ン
パ
ワ
ー
増
強
の
必
要
性

 

  新
規

資
格

取
得

者
 

 
約

４
．

９
万

人
 

新
卒

入
学

者
 

約
５

．
６

万
人

 

2
0

1
1

(H
2

3
)年

 
 

就
 

 
業

 
 

者
 

 
数

 
 

約
 

１
 ５

 ０
 

万
 

人
 

潜
 

在
 

看
 

護
 

職
 

員
 

約
 

 
７

１
 

 
万

 
 

人
（

※
推

計
値

）
 

 
離

職
等

に
よ

る
減

少
 

約
２

.４
万

人
 

 
２
．
５

 万
 人

 
の

 
増

 
加

 

2
0

1
1

(H
2

3
)年

 
看
護
職
員

 
約
１
５
０
万
人

 

2
0

2
5

(H
3

7
)年

 
看
護
職
員

 
約
２
０
０
万
人

 

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
改
革

 

■
社

会
保

障
・

税
一

体
改

革
に

よ
る

看
護

職
員

の
必

要
数

 
約

１
５

年
で

 
＋

５
０

万
人

 
■

少
子

化
が

進
む

中
、

抜
本

的
な

看
護

職
員

確
保

対
策

が
不

可
欠

 

「
新
た
な
看
護
職
員
確
保
に
向
け
た
総
合
的
な
対
策
」
の
必
要
性

 

少
子

化
の

進
展

で
、

今
後

、
こ

の
水

準
維

持
の

た
め

に
は

何
ら

か
の

対
策

が
必

要
 

質
の

向
上

に
向

け
た

マ
ン

パ
ワ

ー
増

強
 

○
偏
在
等
を
背
景
と
し
た
、
「
看
護
職
員
不
足
」
に
つ
い
て
の
医
療
現
場
の
指
摘

 

○
夜
勤
・
交
代
制
勤
務
な
ど
厳
し
い
勤
務
環
境
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
確
保
の
必
要
性

 

看
護
職
員
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題

 

４
 



5
 

新
た
な
看
護
職
員
確
保
に
向
け
た
施
策
の
柱

 

（
背
景
）

 
○

 
少

子
化

が
進

展
す

る
中

、
今

後
必

要
と

さ
れ

る
看

護
職

員
を

確
保

す
る

た
め

に
は

、
抜

本
的

な
看

護
職

員
確

保
対

策
が

不
可

欠
。

 
○

 
離

職
中

の
者

を
含

め
、

個
々

の
看

護
師

免
許

保
持

者
の

状
況

を
的

確
に

把
握

し
た

上
で

、
そ

れ
ぞ

れ
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

研
修

、
情

報
提

供
、

相
談

、
職

業
紹

介
等

の
支

援
を

実
施

し
て

い
く

仕
組

み
や

、
働

き
や

す
い

職
場

づ
く

り
に

よ
る

離
職

防
止

の
徹

底
等

の
取

組
が

不
可

欠
。

 
○

 
社

会
保

障
制

度
改

革
国

民
会

議
に

お
い

て
も

、
同

趣
旨

の
指

摘
。

 

女
性

割
合

が
高

い
看

護
職

が
働

き
や

す
い

環
境

整
備

を
通

じ
た

「
女

性
の

活
躍

促
進

」
 

新
た

な
雇

用
の

受
け

皿
と

し
て

の
「

看
護

」
を

考
え

る
（

有
能

な
社

会
人

経
験

者
の

受
け

入
れ

促
進

等
）

。
 

医
療

機
関

へ
の

雇
用

促
進

等
に

よ
る

地
域

活
性

化
の

視
点

 

（
対
応
策
）

 
（
１
）
看
護
職
員
の
復
職
支
援
の
強
化

 
 

・
看

護
師

等
免

許
保

持
者

に
つ

い
て

一
定

の
情

報
の

届
出

制
度

を
創

設
し

、
離

職
者

の
把

握
を

徹
底

。
 

 
・

ナ
ー

ス
セ

ン
タ

ー
が

、
離

職
後

も
一

定
の

「
つ

な
が

り
」

を
確

保
し

、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

を
通

じ
て

、
適

切
な

タ
イ

ミ
ン

グ
で

復
職

研
修

等
必

要
な

支
援

を
実

施
。

 
 （
２
）
勤
務
環
境
の
改
善
を
通
じ
た
定
着
・
離
職
防
止

 
 

・
医

師
等

を
含

め
た

医
療

ス
タ

ッ
フ

全
体

の
勤

務
環

境
を

改
善

す
る

た
め

、
医

療
機

関
に

よ
る

自
主

的
な

勤
務

環
境

改
善

活
動

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

医
療

勤
務

環
境

改
善

支
援

セ
ン

タ
ー

が
医

療
機

関
の

取
組

を
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
す

る
シ

ス
テ

ム
を

構
築

。
こ

う
し

た
シ

ス
テ

ム
を

普
及

さ
せ

る
こ

と
で

、
看

護
職

員
に

つ
い

て
定

着
・

離
職

防
止

を
推

進
。

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

な
ど

に
も

配
慮

し
た

取
組

。
 

→
医

療
法

改
正

の
検

討
 

（
３
）
大
卒
社
会
人
経
験
者
の
看
護
職
へ
の
取
り
込
み
促
進

 
 

・
１

８
歳

人
口

が
減

少
す

る
中

、
大

卒
社

会
人

を
対

象
と

し
た

新
規

養
成

の
拡

充
→

２
５

年
度

中
に

調
査

研
究

に
着

手
 

取
組
の
視
点

 

５
 



 （
現
状
）

 
○

 
看

護
職

員
は

、
医

師
等

他
の

資
格

職
と

比
較

し
て

も
潜

在
率

が
高

い
一

方
、

潜
在

看
護

師
を

把
握

す
 

 
る

仕
組

み
が

存
在

し
な

い
。

 
○

 
一

方
、

看
護

師
等

人
材

確
保

促
進

法
に

基
づ

き
、

各
都

道
府

県
ご

と
に

無
料

職
業

紹
介

事
業

等
を

実
 

 
施

す
る

「
ナ

ー
ス

セ
ン

タ
ー

」
制

度
が

存
在

す
る

が
、

そ
の

利
用

が
進

ま
ず

、
必

ず
し

も
十

分
に

機
能

 
 

し
て

な
い

実
情

に
あ

る
。

 
（
対
応
の
方
向
性
）

 
○

 
抜

本
的

な
看

護
職

員
確

保
対

策
を

進
め

て
い

く
た

め
に

は
、

ナ
ー

ス
セ

ン
タ

ー
全

体
の

機
能

強
化

を
 

 
図

っ
て

い
く

べ
き

で
は

な
い

か
。

 
○

 
そ

の
際

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
と

の
連

携
促

進
な

ど
、

こ
れ

ま
で

の
取

組
を

更
に

拡
充

す
る

と
と

も
に

、
 

 
こ

う
し

た
取

組
で

は
対

応
で

き
な

い
対

象
者

も
含

め
て

、
総

合
的

で
、

き
め

細
や

か
な

復
職

支
援

を
実

 
 

施
し

て
い

く
観

点
か

ら
、

次
の

対
応

を
講

じ
る

べ
き

で
は

な
い

か
。

 
①

 
看

護
師

等
資

格
保

持
者

の
う

ち
一

定
の

者
に

対
し

、
ナ

ー
ス

セ
ン

タ
ー

へ
の

住
所

等
の

連
絡

先
な

ど
 

 
必

要
な

情
報

の
届

出
を

義
務

化
す

る
こ

と
と

し
、

ナ
ー

ス
セ

ン
タ

ー
が

看
護

師
等

資
格

保
持

者
の

情
報

 
 

を
把

握
で

き
る

よ
う

制
度

的
な

対
応

を
講

じ
る

こ
と

と
し

て
は

ど
う

か
。

ま
た

、
併

せ
て

、
行

政
機

関
 

 
が

保
有

す
る

情
報

の
活

用
等

に
つ

い
て

も
検

討
す

べ
き

で
は

な
い

か
。

 
②

 
看

護
職

員
の

離
職

後
、

離
職

理
由

が
解

消
し

た
後

に
、

ス
ム

ー
ズ

な
復

職
が

可
能

と
な

る
よ

う
、

 
 

離
職

中
に

お
け

る
定

期
的

な
情

報
の

提
供

、
離

職
者

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

適
切

な
復

職
研

修
の

実
施

な
 

 
ど

、
ナ

ー
ス

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
提

供
サ

ー
ビ

ス
の

改
善

・
充

実
を

図
り

、
ナ

ー
ス

セ
ン

タ
ー

が
よ

り
き

 
 

め
細

や
か

な
支

援
を

実
施

す
る

こ
と

し
て

は
ど

う
か

。
 

③
 

そ
の

た
め

、
看

護
師

等
資

格
保

持
者

（
求

職
者

）
や

医
療

機
関

（
求

人
側

）
が

ど
の

よ
う

な
支

援
を

 
 

求
め

て
い

る
の

か
等

の
ニ

ー
ズ

に
つ

い
て

調
査

研
究

を
す

る
べ

き
で

は
な

い
か

。
 

   

６
 

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
に
向
け
た
対
応
の
方
向
に
つ
い
て

 



 

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

 登
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

 

離
 

職
 

○
あ

ら
か

じ
め

、
看

護
師

等
免

許
保

持
者

に
つ

い
て

一
 

定
の

情
報

の
届

出
制

度
を

創
設

し
、

離
職

者
把

握
徹

底
 

○
ナ

ー
ス

セ
ン

タ
ー

が
、

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
を

通
じ

て
、

 
適

切
な

タ
イ

ミ
ン

グ
で

復
職

研
修

等
必

要
な

支
援

を
実

 
施

 
 病
院
（
求
人
側
）
の
ニ
ー
ズ
把
握

 

総
合
的
な
復
職
支
援
（
情
報
提
供
）
、
潜
在
化
予
防

 

○
離

職
後

、
看

護
職

資
格

保
持

者
の

要
望

に
応

じ
 

 
て

情
報

提
供

等
の

支
援

 
○

就
職

斡
旋

と
研

修
等

の
一

体
的

実
施

な
ど

 
 

復
職

支
援

の
た

め
の

「
き

め
細

や
か

な
対

応
」

 

 
 

 
届
出
制
度
を
創
設

 

看
護
師
等
人
材
確
保
促
進
法
改
正
に
よ
る
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
機
能
強
化
の
イ
メ
ー
ジ
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７
 



参
考
資
料

 

８
 



ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
（
概
要
）

 

（
ア
）
中
央
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

 
 

 
 

 
1
か
所
（
各
都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
中
央
機
関
）

 
（
イ
）
都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

 
4

7
か
所
（
看
護
職
員
確
保
対
策
と
の
拠
点
と
し
て
無
料
職
業
紹
介
な
ど
の
事
業
を
行
う
機
関
）

 
 

 
 

 
各
都
道
府
県
の
看
護
職
員
確
保
対
策
の
拠
点
と
し
て
、
次
の
事
業
を
行
う
。

 
 

 
 

 
 
①

 
近
年
の
少
子
化
傾
向
か
ら
若
年
労
働
力
人
口
の
減
少
を
踏
ま
え
、
潜
在
看
護
職
員
の
就
業
促
進
を
行
う
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
事
業

 
 

 
 

 
 
②

 
高
齢
社
会
の
到
来
に
対
応
す
る
た
め
の
訪
問
看
護
支
援
事
業
（訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会
等
）

 
 

 
 

 
 
③

 
看
護
対
策
の
基
盤
と
な
る
「看
護
の
心
」の
普
及
に
関
す
る
事
業

 

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
組
織
図

 
中
央
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（人
材
確
保
法
第

2
0
条
） 

［
事
業
概
要
］

 
 
①

 
都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
関
す
る
啓
発
活
動

 
 
②

 
都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
つ
い
て
、
連
絡
調
整
、
指
導
そ
の
他
の
援
助

 
 
③

 
都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
関
す
る
情
報
及
び
資
料
を
収
集
し
、
都
道
府
県

 
 

 
 

 
 

 ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
提
供

 
 
④

 
２
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
お
け
る
看
護
に
関
す
る
啓
発
活
動

 
 
⑤

 
そ
の
他
都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
－
の
健
全
な
発
展
及
び
看
護
師
等
の
確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
業
務

 

都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（人
材
確
保
法
第

1
4
条
） 

事
業
運
営
委
員
会

 

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
・
「
看
護
の
心
」
普
及
事
業
部

 

［
事
業
内
容
］
 

 
（
１
）
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
事
業

 
 

 
①

 
再
就
業
相
談
事
業

 
 

 
②

 
看
護
力
再
開
発
講
習
会

 
 

 
③

 
准
看
護
師
養
成
所
専
任
教
員
再
就
業
研
修

 
（
２
）
「
看
護
の
心
」
普
及
事
業

 
 

 
 
看
護
職
員
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
研
修
会

 
（
３
）
看
護
職
員
確
保
対
策
連
絡
協
議
会

 
（

4
）
電
算
機
（

N
C

C
S)の

運
用

 
 

 
 

 

重
点
地
域
（
支
所
設
置
）

 
（
北
海
道
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
静
岡
県
）

 
［
事
業
内
容
］
 

 
 
・
再
就
業
相
談
事
業

 

訪
 
問

 
看

 
護

 
支

 
援

 
事

 
業

 
部

 

［
事
業
内
容
］
 

 
（
１
）
訪
問
看
護
支
援
事
業

 
 

 
（
訪
問
看
護
師
か
ら
の
相
談
受
付
）

 
 

 
（
訪
問
看
護
業
務
の
実
態
把
握
）

 
（
２
）
訪
問
看
護
相
談
事
業

 
 

 
 
（
在
宅
療
養
者
等
に
対
す
る
相
談
・
普
及
）

 
（
３
）
訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会

 

※
平
成

1
0
年
度

 
運
営
費
を
一
般
財
源
化

 

※
人
材
確
保
法
：
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
４
年
）
 

９
 



1
.ナ

ー
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
実
績

 

0

5
0

,0
0

0

1
0

0
,0

0
0

1
5

0
,0

0
0

2
0

0
,0

0
0

2
5

0
,0

0
0

 

求
人
数

 
求
職
者
数

 
就
職
者
数

 
（
人
）
 

平
成

4年
6月

2
6日

 
 

看
護
師
等
の
人
材
確
保
の

 
促
進
に
関
す
る
法
律
制
定

 

平
成

7年
4月

 
 

 
 

第
1次

NC
CS開

始
 

 
平
成

7年
5月

1
9日

 
 

地
方
分
権
推
進
法
制
定

 

平
成

1
1年

4月
 

 
 

第
2次

NC
CS開

始
 

 

平
成

1
3年

8月
 

 
 

 
 

 
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
登
録
開
始

 

平
成

1
6年

3月
1日

 
 

 
 

 
 

 
労
働
者
派
遣
法
改
正

 

第
3次

NC
CS開

始
 

 
◎
登
録
の
有
効
期

限
が
 
1年

→
6ヵ

月
に

 

第
4次

NC
CS開

始
 
 

◎
求
人
の
ナ
ー
ス

 
 

 セ
ン
タ
ー
登
録

  
 
  が

1ヵ
所
に

 

1
0

 

 
 

平
成

 
平
成
 

平
成

 
平
成

 
平
成

 
平
成

 
平
成

 
平
成

 
平
成

 
平
成

 
平
成

 
平
成

 
平
成

 
平
成

 
平
成

 
平
成

 
平
成

 
平
成

 
平
成

 
平
成

 
平
成

 

4年
度

 
 5年

度
 

 6年
度

 
 7年

度
 

 8年
度

 
 9年

度
 

 1
0年

度
 

 11年
度

 
 12年

度
 

 13年
度

 
 14年

度
 

 15年
度

 
 16年

度
 

 17年
度

 
 18年

度
 

 19年
度

 
 20年

度
 

 21年
度

 
 22年

度
 

 23年
度

 
 24年

度
 

 

求
人
数

（
人
）

  
1
05
,4
66 1

10
,6
55 1

13
,4
08 1

20
,8
22 1

09
,9
91 1

28
,9
50 1

25
,4
72 1

16
,8
42 1

20
,5
16 1

36
,6
81 1

50
,3
57 1

59
,7
31 1

50
,6
26 1

54
,7
73 1

89
,8
08 2

03
,2
78 1

99
,2
83 1

71
,0
57 1

55
,0
58 1

61
,0
10 1

71
,1
56 

保
健
師

 
 

 
 

 
 

 
 

4
,3
67 

3
,8
27 

3
,8
00 

3
,5
24 

3
,8
73 

3
,8
70 

5
,5
63 

7
,2
94 

7
,9
06 

9
,0
49 

9
,2
27 

6
,9
32 

7
,1
54 

7
,8
21 

助
産
師

 
 

 
 

 
 

 
 

3
,4
00 

3
,4
16 

3
,2
26 

3
,5
66 

3
,7
90 

3
,5
97 

3
,4
51 

4
,2
04 

4
,8
91 

5
,2
24 

4
,4
25 

3
,6
35 

3
,4
41 

3
,3
64 

看
護
師

 
 

 
 

 
 

 
 
8
5,
49
1 

9
5,
31
9 1

12
,5
14 1

25
,7
94 1

35
,2
09 1

28
,1
15 1

31
,4
31 1

62
,7
91 1

74
,6
45 1

68
,9
58 1

44
,9
84 1

32
,6
09 1

38
,5
74 1

48
,1
53 

准
看
護
師

 
 

 
 

 
 

 
 
2
3,
58
4 

1
7,
95
4 

1
7,
14
1 

1
7,
47
3 

1
6,
85
9 

1
5,
04
4 

1
4,
32
8 

1
5,
51
9 

1
5,
83
6 

1
6,
05
2 

1
2,
42
1 

1
1,
88
2 

1
1,
84
1 

1
1,
81
8 

求
職
者
数

（
人
）

  
8
2,
09
4 

8
1,
67
0 

7
4,
10
6 

6
6,
09
7 

6
7,
09
0 

6
0,
19
7 

5
9,
22
5 

9
5,
28
8 

8
9,
87
1 

8
8,
71
4 

9
7,
03
5 1

03
,0
44 1

03
,1
05 

8
0,
56
1 

7
9,
98
3 

8
5,
62
7 

8
5,
95
4 

7
9,
67
5 

6
8,
19
9 

6
2,
84
4 

6
3,
30
9 

保
健
師
 

 
 

 
 

 
 

 
3
,5
62 

3
,4
69 

4
,3
53 

5
,5
95 

6
,5
46 

7
,5
40 

6
,8
97 

7
,8
23 

9
,8
94 

1
1,
06
6 

9
,7
72 

8
,2
22 

7
,7
17 

7
,7
70 

助
産
師

 
 

 
 

 
 

 
 

2
,1
39 

1
,9
90 

1
,9
29 

2
,2
02 

2
,3
97 

2
,2
68 

1
,7
96 

1
,8
28 

2
,0
59 

2
,0
90 

1
,8
68 

1
,4
95 

1
,3
73 

1
,3
79 

看
護
師

 
 

 
 

 
 

 
 
6
3,
42
4 

6
0,
74
1 

6
0,
93
3 

6
8,
13
5 

7
3,
90
9 

7
4,
55
2 

5
8,
86
4 

5
8,
74
1 

6
2,
60
7 

6
2,
37
9 

5
8,
33
9 

5
0,
11
6 

4
6,
35
8 

4
6,
80
7 

准
看
護
師

 
 

 
 

 
 

 
 
2
6,
16
3 

2
3,
67
1 

2
1,
49
9 

2
1,
10
3 

2
0,
19
2 

1
8,
74
5 

1
3,
00
4 

1
1,
59
1 

1
1,
06
7 

1
0,
41
9 

9
,6
96 

8
,3
66 

7
,3
96 

7
,3
53 

就
職
者
数

（
人
）

  
1
8,
19
0 

1
9,
30
3 

1
9,
10
1 

1
8,
01
9 

1
8,
42
3 

2
3,
34
8 

2
4,
75
1 

1
8,
82
0 

1
8,
49
2 

1
8,
73
7 

1
9,
06
7 

1
8,
94
5 

1
6,
83
0 

1
6,
10
7 

1
6,
22
7 

1
6,
07
1 

1
4,
86
4 

1
3,
27
2 

1
2,
39
8 

1
2,
07
3 

1
1,
99
3 

保
健
師

 
 

 
 

 
 

 
 

5
92 

6
23 

7
55 

8
02 

8
75 

8
11 

9
38 

8
90 

1
,0
44 

9
30 

7
04 

5
88 

5
65 

5
18 

助
産
師

 
 

 
 

 
 

 
 

2
92 

2
92 

2
65 

3
33 

2
81 

3
16 

2
74 

3
25 

2
92 

2
96 

1
08 

1
11 

1
09 

9
4 

看
護
師

 
 

 
 

 
 

 
 
1
4,
73
7 

1
4,
42
3 

1
4,
40
5 

1
4,
78
9 

1
4,
91
8 

1
3,
35
5 

1
2,
81
7 

1
3,
06
9 

1
2,
94
3 

1
2,
04
0 

1
1,
19
9 

1
0,
50
5 

1
0,
33
0 

1
0,
35
1 

准
看
護
師

 
 

 
 

 
 

 
 

3
,1
99 

3
,1
54 

3
,3
12 

3
,1
43 

2
,8
71 

2
,3
48 

2
,0
78 

1
,9
43 

1
,7
92 

1
,5
98 

1
,2
61 

1
,1
94 

1
,0
69 

1
,0
30 

※
 
平
成

4
年
～

1
0
年
は
平
成

1
1
年
以
降
と
調
査
方
法
が
異
な
る
た
め
未
掲
載

 

※
 

※
 

※
 

１
０

 



2
.求

人
数
、
求
職
者
数

(都
道
府
県
別
）

  【
平
成

2
4
年
度
】

 

1
1

 

0

2
,0

0
0

4
,0

0
0

6
,0

0
0

8
,0

0
0

1
0

,0
0

0

1
2

,0
0

0

1
4

,0
0

0

1
6

,0
0

0

1
8

,0
0

0

2
0

,0
0

0

北海道 

青森 

岩手 

宮城 

秋田 

山形 

福島 

茨城 

栃木 

群馬 

埼玉 

千葉 

東京 

神奈川 

新潟 

富山 
石川 

福井 

山梨 

長野 

岐阜 

静岡 

愛知 

三重 

滋賀 

京都 

大阪 

兵庫 

奈良 

和歌山 

鳥取 

島根 

岡山 

広島 

山口 

徳島 

香川 

愛媛 

高知 

福岡 

佐賀 

長崎 

熊本 

大分 

宮崎 

鹿児島 

沖縄 

求
人
数

 
求
職
者
数

 

１
１

 



３
.求

職
者
数
、
年
齢
階
層
別

 

 
 

平
成

 
 

 
1
1年

度
  

平
成

 
 

 
1
2年

度
  

平
成

 
 

 
1
3年

度
  

平
成

 
 

 
1
4年

度
  

平
成

 
 

 
1
5年

度
  

平
成

 
 

 
1
6年

度
  

平
成

 
 

 
1
7年

度
  

平
成

 
 

 
1
8年

度
  

平
成

 
 

 
1
9年

度
  

平
成

 
 

 
2
0年

度
  

平
成

 
 

 
2
1年

度
  

平
成

 
 

 
2
2年

度
  

平
成

 
 

 
2
3年

度
  

平
成

 
 

 
2
4年

度
  

2
4歳

以
下

 
8

,6
2

2
 

8
,0

7
4

 
8

,8
7

1
 

1
0

,4
0

1
 

1
0

,4
7

6
 

1
0

,5
2

8
 

6
,9

5
0

 
5

,7
9

2
 

4
,7

8
1

 
4

,0
4

8
 

2
,9

0
5

 
1

,9
9

7
 

1
,7

2
1

 
1

,7
4

0
 

2
5～

2
9歳

 
2

3
,1

7
1

 
2

2
,2

7
8

 
2

3
,2

6
9

 
2

7
,2

0
9

 
2

9
,3

3
0

 
2

8
,6

8
1

 
2

0
,0

7
1

 
1

7
,6

7
1

 
1

6
,5

1
9

 
1

4
,5

1
3

 
1

1
,0

4
1

 
8

,0
1

0
 

6
,3

3
9

 
5

,5
1

2
 

3
0～

3
4歳

 
2

2
,6

4
0

 
2

0
,4

1
5

 
2

0
,2

0
9

 
2

1
,7

9
1

 
2

3
,5

3
8

 
2

4
,4

9
2

 
1

8
,4

9
6

 
1

8
,9

8
9

 
2

0
,2

5
2

 
1

9
,7

3
3

 
1

6
,7

3
9

 
1

2
,8

5
4

 
1

0
,6

7
3

 
9

,5
9

0
 

3
5～

3
9歳

 
1

6
,7

0
6

 
1

5
,6

9
5

 
1

4
,2

3
8

 
1

5
,3

2
7

 
1

6
,8

6
6

 
1

7
,1

2
6

 
1

4
,3

7
7

 
1

5
,3

4
1

 
1

7
,3

8
5

 
1

7
,7

1
2

 
1

6
,6

6
1

 
1

4
,3

2
4

 
1

2
,8

7
9

 
1

2
,8

8
9

 

4
0～

4
9歳

 
1

5
,6

9
6

 
1

4
,9

4
2

 
1

4
,1

9
4

 
1

4
,6

5
1

 
1

5
,4

1
0

 
1

5
,5

2
2

 
1

3
,9

5
7

 
1

5
,2

2
8

 
1

8
,6

1
8

 
2

1
,1

2
4

 
2

2
,1

4
7

 
2

0
,7

6
7

 
2

0
,5

6
7

 
2

1
,8

3
4

 

5
0～

5
9歳

 
5

,4
9

9
 

5
,7

2
8

 
5

,3
8

7
 

5
,3

9
8

 
5

,5
1

8
 

5
,1

9
7

 
5

,2
9

1
 

5
,4

2
1

 
6

,2
0

1
 

6
,7

5
3

 
7

,4
7

9
 

7
,3

1
6

 
7

,4
1

3
 

8
,1

7
2

 

6
0歳

以
上

 
2

,9
5

2
 

2
,7

3
9

 
2

,5
4

6
 

2
,2

5
8

 
1

,9
0

6
 

1
,5

5
9

 
1

,5
5

9
 

1
,5

4
1

 
1

,8
7

1
 

2
,0

7
1

 
2

,7
0

3
 

2
,9

3
1

 
3

,2
5

2
 

3
,5

7
2

 

0

5
,0

0
0

1
0

,0
0

0

1
5

,0
0

0

2
0

,0
0

0

2
5

,0
0

0

3
0

,0
0

0

3
5

,0
0

0

2
4
歳
以
下

 
2

5
～

2
9
歳

 
3

0
～

3
4
歳

 
3

5
～

3
9
歳

 
4

0
～

4
9
歳

 
5

0
～

5
9
歳

 
6

0
歳
以
上

 
（
人
）
 

1
2

 

１
２

 



４
.求

職
者
数
、
年
齢
階
層

(都
道
府
県
別
）

  【
平
成

2
4
年
度
】

 

1
3

 

0
%

1
0

%

2
0

%

3
0

%

4
0

%

5
0

%

6
0

%

7
0

%

8
0

%

9
0

%

1
0

0
%

北海道 

青森 

岩手 

宮城 

秋田 

山形 

福島 

茨城 

栃木 

群馬 

埼玉 

千葉 

東京 

神奈川 

新潟 

富山 
石川 

福井 

山梨 

長野 

岐阜 

静岡 

愛知 

三重 

滋賀 

京都 

大阪 

兵庫 

奈良 

和歌山 

鳥取 

島根 

岡山 

広島 

山口 

徳島 

香川 

愛媛 

高知 

福岡 

佐賀 

長崎 

熊本 

大分 

宮崎 

鹿児島 

沖縄 

2
4
歳
以
下

 
2

5
～

2
9
歳

 
3

0
～

3
4
歳

 
3

5
～

3
9
歳

 
4

0
～

4
9
歳

 
5

0
～

5
9
歳

 
6

0
歳
以
上

 

１
３

 



看
護
職
員
と
し
て
退
職
経
験
の
あ
る
者
の
退
職
理
由

 

0
5

1
0

1
5

2
0

2
5

そ
の
他

 

看
護
職
員
に
む
か
な
か
っ
た
た
め

 

定
年
退
職
の
た
め

 

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
機
会
が
な
い
た
め

 

教
育
体
制
が
充
実
し
て
い
な
い
た
め

 

責
任
の
重
さ
・
医
療
事
故
へ
の
不
安
が
あ
る
た
め

 

夜
勤
の
負
担
が
大
き
い
た
め

 

給
与
に
不
満
が
あ
る
た
め

 

休
暇
が
と
れ
な
い
・
と
り
づ
ら
い
た
め

 

超
過
勤
務
が
多
い
た
め

 

人
間
関
係
が
よ
く
な
い
か
ら

 

他
分
野
（
看
護
以
外
）
へ
の
興
味

 

他
施
設
へ
の
興
味

 

進
学
の
た
め

 

通
勤
が
困
難
な
た
め

 

家
族
の
健
康
問
題
・
介
護
の
た
め

 

本
人
の
健
康
問
題
の
た
め

 

結
婚
の
た
め

 

出
産
・
育
児
の
た
め

 
（主
な
理
由
３
つ
ま
で
）

 

（
ｎ
＝

1
1

,9
9

9
）

 

出
産
・
育
児
の
た
め
（

2
2

.1
%
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
そ
の
他
（

1
9

.7
%
）
、
結
婚
の
た

め
（

1
7

.7
%
）
、
他
施
設
へ
の
興
味
（

1
5

.1
%
）

 

（
％
）

 

厚
生
労
働
省
医
政
局
看
護
課
調

 
看
護
職
員
就
業
状
況
等
実
態
調
査
結
果
（平
成
２
２
年
度
）

 
１
４

 



8
6
人

 

7
2

0
人

 

5
2

5
人

 5
8

8
人

 

1
,0

8
5
人

 

0
%

1
0

%
2

0
%

3
0

%
4

0
%

無
回
答

 

未
定

 

就
業
希
望
な
し

 

看
護
職
員
以
外
と
し
て
働
き
た
い

 

看
護
職
員
と
し
て
働
き
た
い

 

（
ｎ
＝

3
,0

0
4
）

 

厚
生
労
働
省
医
政
局
看
護
課
調

 
看
護
職
員
就
業
状
況
等
実
態
調
査
結
果
（平
成
２
２
年
度
）

 

看
護
職
員
と
し
て
働
き
た
い
（

3
6

.1
%
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
未
定
（

2
4

.0
%
）
、

看
護
職
員
以
外
と
し
て
働
き
た
い
（

1
9

.6
%
）
、
就
業
希
望
な
し
（

1
7

.5
%
）
、
無
回

答
（

2
.9
％
）

 看
護
職
員
と
し
て
就
業
し
て
い
な
い
者
の
就
労
へ
の
意
向
等

 

１
５

 



【
対
応
の
⽅
向
】

 
ア
）
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

 
○

 ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
強
化
を
図
る
た
め
に
は
、
研
修
機
能
、
相
談
機
能
、
医
療
機
関
等
の
主
体
的
な
勤
務

環
境
改
善
の
⽀
援
な
ど
看
護
協
会
が
持
つ
機
能
の
相
互
連
携
、
病
院
を
始
め
と
し
た
外
部
の
関
連
機
関
等
と
連
携
し
た
⽀

援
、
幅
広
く
看
護
職
員
を
登
録
す
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
総
合
⼒
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 
○

 ま
た
、
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
や
そ
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
求
⼈
側
の
医
療
機
関
等
、
求
職
者
で
あ
る
看

護
職
員
の
双
⽅
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
⾏
い
、
⼗
分
に
そ
の
結
果
を
分
析
・
検
証
し
た
上
で
、
シ
ス
テ
ム
や
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

に
向
け
た
検
討
を
開
始
す
る
。

 
イ
）
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
連
携

 
○

 ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
看
護
職
員
⾃
⾝
に
よ
る
き
め
細
か
で
専
⾨
的
な
就
労
⽀
援
な
ど
の
強
み
を
有
す
る
も
の
の
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
⽐
較
す
る
と
、
認
知
度
や
情
報
量
は
劣
っ
て
い
る
。
⼀
⽅
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
認
知
度
と
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
情
報
量
等
を
活
か
し
、
看
護
職
員
に
対
す
る
職
業
紹
介
を
⾏
う
と
と
も
に
、
全
国
の
主
要
な
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
設
置
す
る
「
福

祉
⼈
材
コ
ー
ナ
ー
」
に
お
い
て
、
医
療
分
野
を
含
め
た
マ
ッ
チ
ン
グ
⽀
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
求
⼈
・
求
職
側
双
⽅
の

個
々
の
相
談
ニ
ー
ズ
に
⼗
分
に
対
応
で
き
る
体
制
と
ま
で
は
⾄
っ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

 
○

 そ
こ
で
、
双
⽅
の
機
関
が
持
つ
強
み
を
組
み
合
わ
せ
、
活
か
す
観
点
か
ら
、
ま
ず
は
い
く
つ
か
の
地
域
を
選
定
し
、
ナ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
看
護
職
員
の
⼈
材
確
保
に
向
け
た
取
組
（
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
連

携
モ
デ
ル
事
業
）
を
試
験
的
に
実
施
す
る
。

 
〔
連
携
モ
デ
ル
の
具
体
的
内
容
〕 

・
 求
職
及
び
求
⼈
の
登
録
様
式
の
⼀
元
化

 
・

 求
職
者
情
報
及
び
求
⼈
情
報
の
可
能
な
範
囲
で
の
共
有

 
・

 ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
就
業
相
談
員
に
よ
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
相
談
窓
⼝
を
活
⽤
し
た
定
期
的
な
巡
回
相
談
の
実
施

 
・

 ⼈
材
確
保
に
係
る
緊
急
性
が
⾼
い
医
療
機
関
等
を
対
象
と
し
た
⾯
接
会
な
ど
個
別
あ
っ
せ
ん
の
強
化

 

H
2

5
.2

.8
 医
療
分
野
の
雇
用
の
質
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
報
告

 
関
係
部
分
抜
粋

 

１
６

 



  平
成

2
 5

 年
２

 月
８

 日
 

都
道
府
県
知
事

 宛
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
厚
生
労
働
省

 医
政
局
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
医
薬
食
品
局
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
労
働
基
準
局
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
職
業
安
定
局
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
保
険
局
長

 
 医
療
分
野
の
「
雇
用
の
質
」
の
向
上
の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て

 
 第
１

 衛
生
主
管
部
（
局
）
関
係

 
 ２

 
 報
告
書
４
（
２
）①
ⅱ
）イ
）
【公
的
職
業
紹
介
機
関
に
お
け
る
看
護
職
員
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
の
強
化
】に
つ
い
て

 
  
公
的
職
業
紹
介
機
関
に
お
け
る
看
護
職
員
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
の
強
化
を
図
る
た
め
、
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
連
携
・
協
働
に
よ

る
看
護
職
員
の
人
材
確
保
に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

 
 
具
体
的
に
は
、
い
く
つ
か
の
地
域
を
選
定
し
、
試
行
的
に
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
連
携
事
業
（ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
連

携
モ
デ
ル
事
業
）
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
追
っ
て
通
知
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
都
道
府
県
ご
と
の
判
断
に
よ
り
、
労

働
局
職
業
安
定
部
と
協
議
の
上
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
連
携
の
推
進
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

関
係
通
知

 

１
７

 



■
「
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
連
携
」
強
化

 

（
弱

み
）

 
■

知
名

度
で

や
や

劣
る

 
 （

強
み

）
 

■
看

護
職

に
よ

る
ノ

ウ
ハ

ウ
 

■
研

修
、

相
談

、
勤

務
環

境
改

善
 

 
支

援
な

ど
都

道
府

県
看

護
協

会
 

 
の

「
総

合
力

」
 

■
病

院
と

の
密

接
な

関
係

 

（
弱

み
）

 
■

看
護

・
医

療
に

関
す

る
ノ

 
 

ウ
ハ

ウ
が

な
い

。
 

 （
強

み
）

 
■

抜
群

の
知

名
度

、
ネ

ッ
ト

 
 

ワ
ー

ク
力

と
情

報
力

 

連
携

 

「
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
・
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
連
携
モ
デ
ル
事

業
」
の
実
施
（
福
島
・
富

山
・
兵
庫
）

 
・

登
録

の
一

元
化

 
・

求
職

者
情

報
な

ど
の

共
有

 
・

定
期

的
な

巡
回

相
談

 
・

病
院

の
緊

急
度

に
応

じ
た

 
 

個
別

あ
っ

せ
ん

 
等

 

都
道

府
県

看
護

協
会

 

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

 

厚
生

労
働

省
都

道
府

県
労

働
局

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

 

お
互

い
の

強
み

を
活

か
す

 

１
８

 

年
間

就
業

実
績

 
約

１
．

２
万

人
 

（
平

成
２

３
年

度
）

 
年

間
就

業
実

績
 

約
５

．
１

万
人

 
（

平
成

２
３

年
度

）
 



0

2
0
0
,0

0
0

4
0
0
,0

0
0

6
0
0
,0

0
0

8
0
0
,0

0
0

1
,0

0
0
,0

0
0

1
,2

0
0
,0

0
0

1
,4

0
0
,0

0
0

1
,6

0
0
,0

0
0

平
成

１
３

年
 

平
成

１
４

年
 

平
成

１
５

年
 

平
成

１
６

年
 

平
成

１
７

年
 

平
成

１
８

年
 

平
成

１
９

年
 

平
成

２
０

年
 

平
成

２
１

年
 

平
成

２
２

年
 

平
成

２
３

年
 

保
健

師
 

助
産

師
 

看
護

師
 

准
看

護
師

 

看
護

職
員

 

1
,4

9
5

,5
7

2
 

1
,0

2
7

,3
3

7
 

3
7

9
,3

6
7

 

5
5

,2
6

2
 

3
3

,6
0

6
 

1
,1

8
7

,5
5

0
 

6
9

9
,4

8
6

 

4
1

9
,7

1
6

 

4
3

,2
9

5
 

2
5

,0
5

3
 

厚
生

労
働

省
医

政
局

看
護

課
調

べ
 

保
健

師
･助

産
師

･看
護

師
･准

看
護

師
 

就
業

者
数

の
推

移
（

平
成

1
3
年

～
平

成
2
3
年

）
 

１
９

 



看
護

職
員

(※
)就

業
者

数
(就

業
場

所
別

)(平
成

２
３

年
) 

厚
生

労
働

省
医

政
局

看
護

課
調

 

保
 健

 所
, 8

,3
9
3
 , 0

%
 

市
 町

 村
, 3

5
,1

7
1
 , 2

%
 

病
      院

, 9
2
7
,2

8
9
 , 

6
2
%

 

診
 療

 所
, 3

0
9
,9

5
4
 , 

2
1
%

 

助
 産

 所
, 2

,0
0
4
 , 0

%
 

訪
問

看
護

ｽ
ﾃ
ｰ
ｼｮﾝ

, 

3
0
,9

0
3
 , 2

%
 

介
護

施
設

等
, 1

4
3
,0

0
9
 , 

1
0
%

 

学
校

等
, 

2
8
,0

4
4
 , 

2
%

 

そ
 の

 他
, 1

0
,8

0
5
 , 1

%
 

合
計

 1
,4

9
5
,5

7
2
人

 

※
 看

護
職

員
と

は
保

健
師

､
助

産
師

､
看

護
師

､
准

看
護

師
の

総
称

 
 ※

※
｢
そ

の
他

｣
に

は
そ

の
他

の
施

設
､
進

学
､
看

護
職

以
外

で
の

就
職

等
を

含
む

 

２
０

 



＊
需
給
見
通
し
に
基
づ
い
た
看
護
職
員
の
確
保
を
図
る
た
め
、
看
護
職
員
確
保
に
資
す
る
基
本
的
資
料
と
し
て
、
平
成
２
３
年
か
ら
平

成
２
７
年
ま
で
の
５
年
間
の
看
護
職
員
需
給
見
通
し
を
平
成

2
2
年

1
2
月
に
策
定
。

 
＊
看
護
職
員
需
給
見
通
し
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
た
め
、
｢
定
着
促
進
｣
、
｢
再
就
業
支
援
｣、

｢養
成
促
進
｣な

ど
の
看
護
職
員
確
保
等

に
つ
い
て
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
。

 

 
 

（
単
位
：
人
、
常
勤
換
算
）

 

区
   

 
 

 
 
分

 
平
成
２
３
年

 
平
成
２
４
年

 
平
成
２
５
年

 
平
成
２
６
年

 
平
成
２
７
年

 

需
 
要

 
見

 
通

 
し

 
1
,4

0
4
,3

0
0
 

1
,4

3
0
,9

0
0
 

1
,4

5
4
,8

0
0
 

1
,4

7
7
,7

0
0
 

1
,5

0
0
,9

0
0
 

  

①
 

 病
院

  
 

8
9
9
,8

0
0
 

9
1
9
,5

0
0
 

9
3
6
,6

0
0
 

9
5
1
,5

0
0
 

9
6
5
,7

0
0
 

  

②
 
診

療
所

  
 

2
3
2
,0

0
0
 

2
3
4
,5

0
0
 

2
3
7
,0

0
0
 

2
3
9
,4

0
0
 

2
4
2
,2

0
0
 

  

③
 
助

産
所

  
 

2
,3

0
0
 

2
,3

0
0
 

2
,4

0
0
 

2
,4

0
0
 

2
,4

0
0
 

  

④
 
訪

問
看

護
 

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

  
 

2
8
,4

0
0
 

2
9
,7

0
0
 

3
0
,9

0
0
 

3
2
,0

0
0
 

3
3
,2

0
0
 

  

⑤
 
介

護
保

険
関

係
  

 
1
5
3
,3

0
0
 

1
5
5
,1

0
0
 

1
5
7
,3

0
0
 

1
6
0
,9

0
0
 

1
6
4
,7

0
0
 

  

⑥
 
社
会
福
祉
施
設
、
在
宅

サ
ー
ビ
ス

(⑤
を
除
く

) 
1
9
,7

0
0
 

2
0
,4

0
0
 

2
0
,9

0
0
 

2
1
,5

0
0
 

2
2
,1

0
0
 

  

⑦
 
看

護
師

等
 

学
校

養
成

所
  

 
1
7
,6

0
0
 

1
7
,7

0
0
 

1
7
,7

0
0
 

1
7
,8

0
0
 

1
7
,9

0
0
 

  

⑧
 
保

健
所

・
市

町
村

  
 

3
7
,5

0
0
 

3
7
,6

0
0
 

3
7
,8

0
0
 

3
8
,0

0
0
 

3
8
,2

0
0
 

  

⑨
 
事
業
所
、
研
究
機
関
等

 
1
3
,8

0
0
 

1
4
,0

0
0
 

1
4
,1

0
0
 

1
4
,3

0
0
 

1
4
,5

0
0
 

供
 
給

 
見

 
通

 
し

 
1
,3

4
8
,3

0
0
 

1
,3

7
9
,4

0
0
 

1
,4

1
2
,4

0
0
 

1
,4

4
8
,3

0
0
 

1
,4

8
6
,0

0
0
 

 
 

①
 

 年
当

初
就

業
者

数
  

 
1
,3

2
0
,5

0
0
 

1
,3

4
8
,3

0
0
 

1
,3

7
9
,4

0
0
 

1
,4

1
2
,4

0
0
 

1
,4

4
8
,3

0
0
 

  

②
 
新

卒
就

業
者

数
  

 
4
9
,4

0
0
 

5
0
,5

0
0
 

5
1
,3

0
0
 

5
2
,4

0
0
 

5
2
,7

0
0
 

  

③
 
再

就
業

者
数

  
 

1
2
3
,0

0
0
 

1
2
6
,4

0
0
 

1
2
9
,6

0
0
 

1
3
3
,4

0
0
 

1
3
7
,1

0
0
 

  

④
 
退

職
等

に
よ

る
 

減
少

数
  

 
1
4
4
,6

0
0
 

1
4
5
,9

0
0
 

1
4
7
,9

0
0
 

1
4
9
,9

0
0
 

1
5
2
,1

0
0
 

需
要
見
通
し
と
供
給
見
通
し
の
差

 
5
6
,0

0
0
 

5
1
,5

0
0
 

4
2
,4

0
0
 

2
9
,5

0
0
 

1
4
,9

0
0
 

（
供
給
見
通
し
／
需
要
見
通
し
）

 
9
6
.0

%
 

9
6
.4

%
 

9
7
.1

%
 

9
8
.0

%
 

9
9
.0

%
 

注
）
四
捨
五
入
の
た
め
、
各
項
目
の
数
値
の
合
計
等
は
一
致
し
な
い
。

 

第
七

次
看

護
職

員
需

給
見

通
し

 

２
１

 



医
療
機
関
の
勤
務
環
境
改
善
に
つ
い
て

 

１
 

資
料
３

 

第
３
３
回
社
会
保
障
審
議
会
医
療
部
会

 

平
成

2
５

年
１

０
月

４
日

 



「
医
療
提
供
体
制
の
改
革
に
関
す
る
意
見
」

 
（
平
成
２
３
年
１
２
月
２
２
日

 
社
会
保
障
審
議
会
医
療
部
会
）
（
抜
粋
）

 
 １
．
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
師
等
確
保
対
策

 
（
１
）
医
師
等
の
人
材
確
保

 
○
 
医
師
の
地
域
間
、
診
療
科
間
の
偏
在
の
是
正
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
都
道
府
県
が
担
う

 
 
役
割
を
強
化
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
師
確
保
体
制
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

 
 ○
 
看
護
職
員
の
不
足
・
偏
在
も
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
離
職
防
止
対
策
や
養
成
所
へ
の
補
助
等
に
よ
り
看

 
 
護
職
員
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

 
 ○
 
病
院
勤
務
医
の
疲
弊
、
女
性
の
医
療
従
事
者
の
増
加
、
看
護
職
員
の
不
足
と
い
っ
た
現
状
を
踏
ま
え
、

 
 
負
担
の
大
き
い
医
療
従
事
者
の
労
働
環
境
改
善
に
向
け
た
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

 

⑮
 

医
療
機
関
の
勤
務
環
境
改
善
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
議
論

 

「
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
報
告
書
」
（
平
成
２
５
年
８
月
６
日
）
（
抜
粋
）

 
第
２
部
 
社
会
保
障
４
分
野
の
改
革

 
 
Ⅱ
 
医
療
・
介
護
分
野
の
改
革

 
 
 
２
 
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
改
革

 
 
 
（
６
）
医
療
の
在
り
方
 

 
 
医
療
従
事
者
の
確
保
と
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
は
、
さ
ら
に
、
激
務
が
指
摘
さ
れ
る
医
療
機
関
の
勤

 
 

 
務
環
境
を
改
善
す
る
支
援
体
制
を
構
築
す
る
等
、
医
療
従
事
者
の
定
着
・
離
職
防
止
を
図
る
こ
と
が
必

 
 
要
で
あ
る
。

 
 
 

 
 
特
に
、
看
護
職
員
に
つ
い
て
は
、
養
成
拡
大
や
潜
在
看
護
職
員
の
活
用
を
図
る
た
め
に
、
看
護
大
学

 
 
の
定
員
拡
大
及
び
大
卒
社
会
人
経
験
者
等
を
対
象
と
し
た
新
た
な
養
成
制
度
の
創
設
、
看
護
師
資
格
保

 
 
持
者
の
登
録
義
務
化
等
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 
２

 



 社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
第
４
条
の
規
定
に
基
づ
く
「
法
制
上
の
措
置
」
の
骨
子
に
つ
い
て
（
抄
）

 
〔
平
成
25 年

８
月

21 日
閣
議
決
定
〕
 

  （
３
）
医
療
従
事
者
、
医
療
施
設
等
の
確
保
及
び
有
効
活
用
等
を
図
り
、
効
率
的
で
質
の
高
い
医
療
提
供
体
制
を
構

 
 
築
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
高
齢
化
の
進
展
に
対
応
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
（
医
療
、
介
護
、
住
ま
い
、

 
 

 
予
防
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
身
近
な
地
域
で
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制
）
を
構
築
す
る
こ
と
を
通
じ
、
地
域

 
 
で
必
要
な
医
療
を
確
保
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
診
療
報
酬
に
係
る
適
切
な
対
応
の
在
り
方
等
に
つ
 

 
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。
 

 
①
 
病
床
の
機
能
分
化
・
連
携
及
び
在
宅
医
療
・
在
宅
介
護
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
事
項

 
 

 
イ
 
病
床
機
能
に
関
す
る
情
報
を
都
道
府
県
に
報
告
す
る
制
度
の
創
設

 
 

 
ロ
 
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
及
び
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
（
必
要
な
病
床
の
適
切
な
区
分

 
 

 
 

 
 

 
 
の
設
定
、
都
道
府
県
の
役
割
の
強
化
等
）

 
 

 
ハ
 
新
た
な
財
政
支
援
の
制
度
の
創
設

 
 

 
ニ
 
医
療
法
人
間
の
合
併
、
権
利
の
移
転
に
関
す
る
制
度
等
の
見
直
し

 
 
②
 
地
域
に
お
け
る
医
師
、
看
護
職
員
等
の
確
保
及
び
勤
務
環
境
の
改
善
等
に
係
る
施
策

 
 
③
 
医
療
職
種
の
業
務
範
囲
及
び
業
務
の
実
施
体
制
の
見
直
し

 
 

（
略
）

 
 
 

（
５
）
次
期
医
療
計
画
の
策
定
時
期
が
平
成

30
 年

度
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
（
３
）
に
掲
げ
る
必
要
な
措
置
を
 

 
平
成

29
 年

度
ま
で
を
目
途
に
順
次
講
ず
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
こ
の
た
め
に
必
要
な
法
律
案
を
平
成

2
6
 
年
通
常

 
 
国
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

 

３
 



■
医
療
分
野
の
「
雇
用
の
質
」
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
平
成
２
５
年
２
月
８
日
取
り
ま
と
め
）

 
 ○
厚
生
労
働
審
議
官
を
ト
ッ
プ
（
統
括
）
に
、
部
局
横
断
的
に
、
医
療
機
関
の
勤
務
環
境
改

 
 
善
を
検
討
（
医
政
局
、
労
働
基
準
局
、
職
業
安
定
局
、
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
、
保
険

 
 
局
の
局
長
・
関
係
課
長
で
構
成
）
。

 
○
脱
「
縦
割
り
」
で
医
療
機
関
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
効
果
的
な
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
模
索
。

 
○
「
取
締
り
だ
け
で
は
解
決
し
な
い
」
と
い
う
認
識
の
下
、
個
々
の
医
療
機
関
の
経
営
支
援

 
 
も
視
野
に
入
れ
た
具
体
策
を
検
討
。

 
○
特
定
の
職
種
だ
け
で
は
な
く
、
医
療
機
関
全
体
で
の
勤
務
環
境
改
善
を
目
指
す
。

 
○
関
係
団
体
の
取
組
と
も
連
携

 
        ○
医
療
機
関
の
勤
務
環
境
改
善
の
た
め
の
診
療
報
酬
制
度
の
利
用

 
 

 
 

 
 

 
 
等

 
 

 

厚
生
労
働
省
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
検
討
①

 

○
日
本
医
師
会

 
 
・
勤
務
医
の
健
康
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

 
 
・
愛
媛
宣
言
「
勤
務
医
と
し
て
、
男
女
の
別
な
く
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
が
と
れ
る
労
働
環
境
整
備
」
な
ど

 
 ○
日
本
看
護
協
会

 
 
・
看
護
職
員
の
夜
勤
・
交
代
制
勤
務
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

 
 
・
看
護
職
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
等

 

  
 

４
 



厚
生
労
働
省
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
検
討
②

 

■
平
成
２
４
年
度
厚
生
労
働
科
学
特
別
研
究
事
業
「
医
療
分
野
の
「
雇
用
の
質
」
向
上
に
向
け
た
院
内
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
確
立
に
関
す
る
研
究
」
（
研
究
代
表
者

 
酒
井
一
博

 
労
働
科
学
研
究
所
所
長
）
よ
り
（
抄
）

 
 ○

 
医
療
機
関
等
に
お
い
て
、
雇
用
の
質
が
高
く
、
働
き
や
す
い
環
境
整
備
を
推
進
す
る
た
め
の
取
組
を
進
め
る
た
め

 
 

 
 

 
に
は
、
労
務
管
理
面
の
み
な
ら
ず
、
職
員
確
保
、
労
働
安
全
衛
生
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
面
の
ほ
か
、
診
療
報
酬
や

 
 

 
補
助
制
度
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
公
的
支
援
制
度
の
活
用
な
ど
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
関
連
分
野
の
「
解
決
策
」
と

 
 
セ
ッ
ト
で
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

 
 ○

 
こ
の
た
め
、
各
医
療
機
関
の
課
題
と
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
形
で
、
外
部
の
専
門
家
や
公
的
機
関
か
ら
公
的
支
援

 
 
制
度
の
仕
組
み
や
法
規
制
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
取
り
得
る
対
策
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
が
不
可

 
 
欠
で
あ
る
。

 
 ○

 
今
後
、
新
た
な
勤
務
環
境
改
善
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
各
医
療
機
関
で
適
切
に
運
営
で
き
る
よ

 
 
う
、
地
域
の
医
療
関
係
団
体
な
ど
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
個
々
の
医
療
機
関
に
お
け
る
「
雇
用
の
質
」
向
上
の
た
め

 
 
の
計
画
づ
く
り
の
段
階
か
ら
、
医
療
機
関
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
、
か
つ
、
専
門
家
の
チ
ー

 
 
ム
に
よ
る
支
援
体
制
づ
く
り
を
、
各
地
域
ご
と
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

 
 ○

 
医
療
機
関
の
勤
務
環
境
改
善
の
た
め
に
は
、
「
強
制
や
規
制
」
は
不
向
き
で
あ
り
、
各
医
療
機
関
の
ト
ッ
プ
や
ス

 
 
タ
ッ
フ
が
「
勤
務
環
境
を
改
善
す
る
」
と
い
う
目
的
意
識
を
共
有
し
た
形
で
の
、
い
わ
ば
「
参
加
型
」
の
改
善
シ
ス

 
 
テ
ム
を
構
築
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

 
 
院
内
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
た
課
題
解
決
の
仕
組
み
等
の
導
入
が
効
果
的
で
あ
る
。

 
 ○

 
こ
う
し
た
各
医
療
機
関
で
の
「
改
善
」
の
シ
ス
テ
ム
を
可
能
な
限
り
、
広
く
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
上
記
で
提

 
 
言
し
た
点
に
留
意
し
な
が
ら
、
改
善
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
具
体
化
す
る
と
と
も
に
、
医
療
提

 
 
供
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
の
一
環
と
し
て
法
制
化
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

 
 

５
 



医
療
機
関
の
勤
務
環
境
改
善
に
関
す
る
背
景
等

 

 
■
少
子
高
齢
化
に
よ
る
新
卒
者
減
少

 
 
■
医
療
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

 
 
■
「
偏
在
」
な
ど
を
背
景
と
し
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
確
保
困
難

 
 
■
若
い
世
代
の
職
業
意
識
の
変
化

 

 

3
8

.2
 

3
7

.2
 

3
0

.3
 

2
5

.9
 

1
6

.2
 

2
0
歳
代

 

3
0
歳
代

 

4
0
歳
代

 

5
0
歳
代

 

6
0
歳
代

 …
 

％
 

勤
務
環
境
の
改
善
に
対
す
る
認
識

 
「

B
に
近
い
」
と
回
答
し
た
医
師
の
割
合

 

Ａ
：
「
医
師
に
は
、
特
別
の
使
命
が
あ

る
の
だ
か
ら
厳
し
い
勤
務
環
境
に
あ
る

の
は
や
む
を
得
な
い
」

 
 Ｂ
：
「
医
師
不
足
と
い
う
現
状
に
お
い

て
も
、
勤
務
環
境
は
工
夫
次
第
で
改
善

し
う
る
し
、
改
善
す
べ
き
」

 

平
成
２
４
年
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
「
勤
務
医
の
就
労
実
態
と
意
識
に
関
す
る
調
査
」

 

 
■
入
院
・
救
急
患
者
へ
の
対
応
な
ど
心
身
の
緊
張
を
伴
う
長
時
間
労
働

 
 
■
当
直
、
夜
勤
・
交
代
制
勤
務

 
 
な
ど
厳
し
い
勤
務
環
境
の
指
摘

 

○
 
医
師
（
勤
務
医
）
の
労
働
時
間
、
宿
直
に
関
す
る
デ
ー
タ

 

（
平
成
２
４
年
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・研
修
機
構
「勤
務
医
の
就
労
実
態
と
意
識
に

関
す
る
調
査
」
）

 
   

○
平
成
２
２
年
日
本
看
護
協
会

 
病
院
看
護
職
の
夜
勤
・交
代
制
勤
務
等
実
態
調
査

 

通
常
ど
お
り

勤
務

 

8
6

.2
%

 

午
前
勤
務
・

 

午
後
休
み

 

9
.8

%
 

1
日
休
み

 

2
.5

%
 

そ
の
他

 

1
.5

%
 

宿
直
翌
日
の
勤
務
体
制

 

※
宿
直
が
あ
る
者
を
対
象
に
集
計

 

1
6
時
間
未
満

, 

1
2

.3
%

 

1
6
～

1
7
時
間
未

満
, 5

4
.2

%
 

1
7
～

1
8
時
間
未

満
, 3

0
.8

%
 1

8
時
間
以
上

, 

2
.8

%
 

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

 
２
交
代
制
（
変
則
を
含
む
）

 

8
時
間
未
満

, 

0
.4

%
 

8
～

9
時
間
未
満

, 

8
2

.2
%

 

9
～

1
0
時
間

 

未
満

, 1
2

.7
%

 

1
0
時
間
以
上

, 

4
.8

%
 

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

３
交
代
制
（
変
則
を
含
む
）

 

2
0
時
間

 

未
満

 

8
.2

%
 

2
0
～

4
0

 

時
間
未
満

 

5
.7

%
 

4
0
～

6
0

 

時
間
未
満

 

4
6

.2
%

 

6
0
～

8
0

 

時
間
未
満

 

3
0

.0
%

 

8
0
時
間

 

以
上

 

1
0

.0
%

 

週
当
た
り
の
全
労
働
時
間

 

平
均
：

5
3

.2
時
間

 
６

 



勤
務
環
境
改
善
に
取
り
組
む
病
院

 

医
業
経
営

 
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

 

社
会
保
険
労
務
士
会

 

医
療
機
関
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
相
談
、
専
門
家
派
遣

 
等

 
※
派
遣
す
る
専
門
家
は
ニ
ー
ズ
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
柔
軟
に
検
討

 

勤
務
環
境
の
改
善
を
実
現
す
る

た
め
の
病
院
の
ニ
ー
ズ
は
多
種

多
様
！

 
労
務
管
理
、
医
療
経
営
、
診
療

報
酬
制
度
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
・
・
・

 

支
援
セ
ン
タ
ー

 
（
医
療
団
体
等
が
受
託
）

 
派
遣
等

 

■
医
療
ス
タ
ッ
フ
全
体
の
離
職
防
止
や
医
療
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
国
に
お
け
る
指
針
の
策
定
等
、
各
医
療
機
関
が

 
 

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
を
活
用
し
て
計
画
的
に
勤
務
環
境
改
善
に
向
け
た
取
組
を
行
う
た
め
の
仕
組
み
（
勤
務
環
境
改
善
マ
ネ
ジ

 
 
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
を
創
設
。
あ
わ
せ
て
、
こ
う
し
た
取
組
を
行
う
医
療
機
関
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
体
制
を
構
築

 
 
す
る
た
め
、
都
道
府
県
が
地
域
の
関
係
団
体
と
連
携
し
、
医
療
勤
務
環
境
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を
設
置
。

 
 

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
関
係
団
体
と
連
携

 
（
運
営
協
議
会
等
で
連
携
体
制
を
確
保
）

 

都
道
府
県
＝
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
主
体

 

 事業を委託等
 

対
応
の
方
向

 
 
医
療
機
関
の
勤
務
環
境
改
善
シ
ス
テ
ム
の
構
築

 

国
が
策
定
し
た
「
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
」
に
基
づ
く

勤
務
環
境
改
善
の
た
め
の
計
画
策
定

 

現
状
の
評
価

 

課
題
の
抽
出

 

改
善
方
針
の
決
定

 

項
目

 
現
状
・課
題

 
改
善
方
針

 

・
・

 
・
・
・

 
・
・
・

 
 

医
療
関
係
団
体

 
（
医
師
会
、
病
院
協
会
、

看
護
協
会
等
）

 

７
 



ⅰ
 
方
針
表
明

 

ⅱ
 
推
進
体
制
の
整
備

 

ⅲ
 
現
状
分
析

 

ⅳ
 
目
標
・
改
善
計
画
の
策
定

 

ⅴ
 
改
善
の
取
組
と
運
用

 

ⅵ
 
評
価

 

■
働
き
方
・
休
み
方
等
（
労
働
時
間
管
理
等
）

 
（
例
）

 
・
時
間
外
労
働
の
削
減
、
１
回
あ
た
り
の
最
長
勤
務
時

 
 
間
の
削
減
、
年
次
有
給
休
暇
を
は
じ
め
と
す
る
休
暇

 
 
の
促
進
、
夜
勤
負
担
軽
減
策
（
夜
勤
帰
り
の
早
帰
り

 
 
等
）
、
勤
務
と
勤
務
の
間
隔
の
確
保

 
等

 

■
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
健
康
支
援
（
労
働
安
全
衛
生
）

 
（
例
）

 
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、
腰
痛
・
感
染
対
策
、
健
康

 
 
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施

 
等

 

■
働
き
や
す
さ
確
保
の
た
め
の
環
境
整
備
（
ソ
フ
ト

 
 

 
面
・
ハ
ー
ド
面
と
も
に
）

 
（
例
）

 
・
院
内
保
育
所
の
整
備
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、
円

 
 
滑
な
情
報
共
有
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
導
入

 
等

 
・
子
育
て
・
介
護
中
の
者
に
対
す
る
残
業
免
除
等

 
・
給
与
制
度
や
人
事
制
度
、
患
者
や
関
係
者
か
ら
の
暴

 
 
力
、
職
場
の
い
じ
め
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
実
施

 
 
等

 
・
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
等

 
 

「
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
」
イ
メ
ー
ジ

 
医
療
機
関
の
勤
務
環
境
改
善
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
セ
ス
等
に
つ
い
て

 
医
療
分
野
の
「
雇
用
の
質
」
向
上
に
向
け
た
院
内
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
確
立
に
関
す
る
研
究
報
告
書
よ
り

 

想
定
さ
れ
る
「
改
善
」
領
域
と
そ
の
例
示

 ８
 



医
療
機
関
内
で
の
取
組

 

他
の
医
療
機
関
と
の
連
携

 

○
医
師
・
看
護
職
員
と
の
業
務
分
担

 
４
１
．
５
％

 
○
医
師
・薬
剤
師
と
の
業
務
分
担

 
３
３
．
５
％

 
○
医
師
・そ
の
他
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
と
の
業
務
分
担

 
３
３
．
３
％

 
○
医
師
事
務
作
業
補
助
体
制

 
４
７
．
４
％

 
○
短
時
間
正
規
雇
用
医
師
の
活
用

 
１
１
．
８
％

 
○
交
替
制
勤
務
の
導
入

 
３
．
９
％

 
○
連
続
当
直
を
行
わ
な
い
勤
務
シ
フ
ト

 
２
６
．
５
％

 
○
当
直
翌
日
の
通
常
業
務
へ
の
配
慮

 
１
７
．
０
％

 
○
特
定
個
人
に
集
中
し
な
い
業
務
配
分
１
０
．
４
％

 
○
電
子
カ
ル
テ
と
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
活
用

 
２
３
．
３
％

 
○
そ
の
他

IC
Tを
活
用
し
た
業
務
省
力
化
、
効
率
化
の
取
組

 
７
．
１
％

 
   ○
地
域
の
他
の
医
療
機
関
と
の
連
携
体
制

 
２
０
．
１
％

 
○
外
来
縮
小
の
取
組

 
１
１
．
９
％

 

■
病
院
勤
務
医
の
負
担
軽
減
の
有
効
策
（
保
険
局
医
療
課
２
３
年
度
調
査
よ
り
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
複
数
回
答

n
=

8
0
4
 

  
 

 
 

 

医
療
機
関
内
で
の
役
割
分
担

（
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
）

 

勤
務
体
制
の
工
夫
な
ど

 

IC
T
等
の
ツ
ー
ル
の
活
用

 

地
域
全
体
で
の
取
り
組
み

 

９
 



－
－
勤
務
医
の
勤
務
環
境
改
善
の
た
め
の
方
策

 
 ⇒

「
医

師
数

の
増
加
（

非
常

勤
・

研
修
医
を

含
む

）
」

が
55.4％

と
も

っ
と
も

多
く
、
次

い
で
、
「

当
直
明
け

の
休
み
・

休
憩
時

間
の

確
保
」

（
53.4％

）
、

「
他
職

種
（
看

護
師

、
薬

剤
師
等
）

と
の

役
割

分
担
の
促
進

」
（
50.8％

）
、

「
診

療
以
外

の
業
務

の
負

担
軽
減

」
（
45.9％

）
な

ど
と
な

っ
て
い

る
（
図
表

18）
。
 

⇒
医

師
数
の

増
加
の
み

な
ら

ず
、

休
日
確
保
に

よ
る
疲

労
回
復
、

役
割

分
担

促
進
に
よ
る

業
務
量

の
軽
減
、
診

療
以
外

の
負
担
軽

減
、

過
度
な

医
療
需
要

の
抑
制
が

重
要
。

 

   
 

 
5
5
.
4
 

5
3
.
4
 

5
0
.
8
 

4
5
.
9
 

3
6
.
1
 

3
1
.
2
 

3
0
.
5
 

2
9
.
6
 

1
8
.
0
 

1
1
.
5
 

9
.
9
 

9
.
7
 

5
.
1
 

0
.
0

2
0
.
0

4
0
.
0

6
0
.
0

医
師

数
の

増
加

（
非

常
勤

・
研

修
医

を
含

む
）

当
直

明
け

の
休
み

・
休
憩

時
間

の
確
保

他
職
種
（
看
護
師
、
薬
剤
師
等
）
と
の
役
割
分
担
の
促
進

診
療

以
外

の
業

務
の
負

担
軽
減

過
度

な
医

療
需
要

（
患
者

数
）

の
抑
制

交
代

制
勤
務

の
導
入

勤
務
時

間
の

短
縮

チ
ー

ム
医
療

の
強
化

職
場
風
土
の
改
善

電
子

化
に

よ
る
業

務
軽
減

指
導

、
教

育
に

伴
う
業

務
の

減
少

入
院

患
者
数

の
抑
制

そ
の

他

図
表
1
8
：
勤
務

医
の
勤

務
環
境

改
善
の

た
め
の

方
策
（

複
数

回
答
、

n
=
3
4
6
7
、
単
位

＝
％

）

■
「
勤
務
医
の
就
労
実
態
と
意
識
に
関
す
る
調
査
」

 
（
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
２
０
１
１
年
１
２
月
）
よ
り

 
 

 
 

 
 
複
数
回
答

n
=
３
４
６
７

 

  
 

 
 

 

１
０

 



○
看
護
補
助
者
の
導
入
・
業
務
分
担

 
７
０
．
３
％

 
○
薬
剤
師
の
病
棟
配
置
・
業
務
分
担

 
３
１
．
３
％

 
○
病
棟
ク
ラ
ー
ク
の
配
置

 
４
３
．
８
％

 
○
そ
の
他
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
と
の
業
務
分
担

 
３
２
．
７
％

 
○
常
勤
看
護
職
員
の
増
員

 
５
１
．
０
％

 
○
非
常
勤
看
護
職
員
の
増
員

 
３
８
．
９
％

 
○
夜
勤
専
従
者
の
雇
用

 
２
７
．
１
％

 
○
短
時
間
正
規
雇
用
看
護
職
員
の
活
用

 
１
３
．
７
％

 
○
交
替
制
勤
務
の
導
入

 
３
．
９
％

 
○
２
交
代
・３
交
代
制
勤
務
の
見
直
し
（変
則
へ
の
移
行
含
む
）
 
１
７
．
４
％

 
○
早
出
や
遅
出
な
ど
の
看
護
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
勤
務
の
導
入
・活
用

 
３
５
．
１
％

 
○
シ
フ
ト
間
隔
の
見
直
し

 
１
０
．
０
％

 
○
長
時
間
連
続
勤
務
を
行
わ
な
い
勤
務
シ
フ
ト
体
制
１
９
．
３
％

 
○
超
過
勤
務
を
行
わ
な
い
業
務
配
分

 
２
８
．
０
％

 
○
新
人
看
護
職
員
教
育
担
当
者
の
配
置

 
１
５
．
５
％

 
 ○
電
子
カ
ル
テ
と
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
活
用

 
２
０
．
５
％

 
○
そ
の
他

IC
Tを
活
用
し
た
業
務
省
力
化
、
効
率
化
の
取
組

 
７
．
０
％

 
  

■
看
護
職
員
の
負
担
軽
減
の
有
効
策
（
保
険
局
医
療
課
２
３
年
度
調
査
よ
り
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
複
数
回
答

n
=

8
0
4
 

  
 

 
 

 
医
療
機
関
内
で
の

役
割
分
担
（
チ
ー

ム
医
療
の
推
進
）

 

勤
務
体
制
の
工
夫

な
ど

 

IC
T
等
の
ツ
ー
ル
の

活
用

 

看
護
職
員
増
員

 

１
１

 



対
応
の
方
向

 

■
医
師
や
看
護
職
員
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
従
事
者
の
確
保
を
図
る
た
め
に
は
、
医
療
機

関
の
主
体
的
な
取
組
を
通
じ
て
、
労
務
管
理
面
の
み
な
ら
ず
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

な
ど
も
幅
広
い
観
点
を
視
野
に
入
れ
た
勤
務
環
境
改
善
の
推
進
に
よ
る
「
医
療
従
事
者
の

離
職
防
止
・
定
着
対
策
」
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 
 ■
こ
う
し
た
対
応
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
国
に
お
け
る
指
針
の
策
定
等
を
通

じ
て
、
医
療
機
関
の
管
理
者
が

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
を
活
用
し
て
計
画
的
に
勤
務
環
境
改
善
に

向
け
た
取
組
を
行
う
た
め
の
仕
組
み
（
勤
務
環
境
改
善
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
を
創

設
す
る
な
ど
し
、
勤
務
環
境
改
善
に
向
け
た
取
組
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
て
は
ど

う
か
。

 
 ■
あ
わ
せ
て
、
都
道
府
県
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
改
善
に
向
け
た
取
組
を
行
う
個
々
の
医

療
機
関
の
個
別
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
き
め
細
や
か
に
支
援
を
行
う
総
合
的
か
つ
専

門
的
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
等
、
よ
り
医
療
従
事
者
の
定
着
率
を
高
め
る
必
要
性
が
高

い
医
療
機
関
な
ど
に
対
し
て
は
、
都
道
府
県
が
、
地
域
の
医
療
関
係
団
体
等
と
連
携
し

て
、
効
果
的
な
勤
務
環
境
の
改
善
策
を
積
極
的
に
助
言
・
指
導
す
る
な
ど
の
対
応
が
で
き

る
こ
と
と
し
て
は
ど
う
か
。

 
 

１
２

 



参
考
資
料

 

１
３

 



〔
平
成
２
６
年
度
予
算
厚
生
労
働
省
概
算
要
求
〕
医
療
機
関
の
勤
務
環
境
改
善
に
係
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
支
援
体
制
の
構
築

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
新
規

 
３
．
１
億
円
（
労
働
基
準
局
分
２
．
２
億
＋
医
政
局
分
０
．
９
億
）

 

■
医
師
・
看
護
師
等
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
離
職
防
止
や
医
療
安
全
の
確
保
等
を
図
る
た
め
、
国
に
お
け
る
指
針
の
策
定
等
、
各
医
療
機
関
が

P
D

C
A

 

サ
イ
ク
ル
を
活
用
し
て
計
画
的
に
勤
務
環
境
改
善
に
向
け
た
取
組
を
行
う
た
め
の
仕
組
み
（勤
務
環
境
改
善
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）を
創
設
す
る
と
と

も
に
、
各
都
道
府
県
ご
と
に
、
こ
う
し
た
取
組
を
行
う
医
療
機
関
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
。
事
業
実
施
は
地
域
の
医
療
関

係
団
体
に
よ
る
実
施
を
想
定
（
※
柔
軟
な
実
施
形
態
を
検
討
）

 

一
 

体
 

的
 

な
 

支
 

援
 

労
務
管
理
支
援
事
業
（
仮
称
） 

（
医
療
労
働
相
談
員
１
名
配
置
）

 

医
業
分
野
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
（
仮
称
）

 

○
診
療
報
酬
制
度
面

 
○
医
療
制
度
・
医
事
法
制
面

 
○
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
経
営
管
理
面

 
○
関
連
補
助
制
度
の
活
用

 
等
に
関
す
る
専
門
的
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
等

 

 ○
労
務
管
理
面
で
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
配
置

 

医
療
勤
務
環
境
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

 

各
医
療
機
関
が
勤
務
環
境
改
善
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
き
策
定
す
る
「
勤
務
環
境
改
善
計
画
」
の
策
定
、
実
施
、
評
価

等
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
、
か
つ
、
専
門
家
の
チ
ー
ム
に
よ
り
、
個
々
の
医
療
機
関
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト

 

現
状
の
評
価

 

課
題
の
抽
出

 

改
善
方
針
の
決
定

 

相
談
支
援

 
情
報
提
供

 
     研

修
会

  等
 

項
目

 
現
状
・課
題

 
改
善
方
針

 

・
・

 
・
・
・

 
・
・
・

 
 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

基
づ
き
、
勤
務
環
境
改
善

計
画
を
策
定
。

P
D

C
A

サ
イ
ク
ル
に
よ
る
改
善
を

推
進
。

 

医
療
機
関

 

労
働
基
準
局
予
算

 
都
道
府
県
労
働
局
執
行

 
医
政
局
予
算

 
都
道
府
県
衛
生
主
管
部
局

 

4
0

0
万
／
箇
所

 

4
0

0
万
／
箇
所

 

１
４
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2.3 臨床研修システム 

 

医学部 5年生、6年生の診療参加型臨床実習、臨床研修 2年間のトータル 4

年間で、プライマリ・ケア能力を獲得することを目指す。特に臨床研修の 2年

間、臨床研修医は地元出身大学に軸足を置きつつ、より実践的な地域医療を身

につける。地域では、医師会、行政、住民などが協力して、地域であたたかく

医師を養成する。 

 

 

「大学臨床研修センター（仮称）」 

 

 各大学に「大学臨床研修センター（仮称）」を設置する。 

 研修希望者は、原則として出身大学の「大学臨床研修センター（仮称）」

に研修先についての希望を提出する。研修希望先の地域は問わない（都

道府県は自由に選べる）。 

 「大学臨床研修センター（仮称）」は、研修希望者と面談し、研修希望先

を確認した上、必要があればアドバイスを行って、研修先を選定する。

研修先に応募した結果、希望がかなわなかった場合、あらためて研修希

望者と相談し、調整する。 

 臨床研修病院は、臨床研修医が、どの大学の「大学臨床研修センター」

に所属しているかも含めて、「都道府県医師研修機構」に臨床研修医の受

け入れ状況を報告する。 

 

 

「都道府県医師研修機構（仮称）」 

 

 都道府県ごとに「都道府県医師研修機構（仮称）」を設置する。 

 「都道府県医師研修機構（仮称）」は、医師会、行政、住民代表、大学（医

学部、附属病院）、大学以外の臨床研修病院で構成する。 

 各都道府県の「都道府県医師研修機構（仮称）」を束ねる「全国医師研修
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機構連絡協議会（仮称）」を設置する。「全国医師研修機構連絡協議会（仮

称）」は、人口や地理的条件など、地域の実情を踏まえて、研修希望者数

と全国の臨床研修医の募集定員数が概ね一致するよう、都道府県ごとの

臨床研修医募集定員数を設定する。 

 「都道府県医師研修機構（仮称）」は、当該都道府県ごとの募集定員数を

もとに、当該都道府県下の研修病院における臨床研修医募集定員数を調

整する。 

 「都道府県医師研修機構（仮称）」は、地域で特色のある研修プログラム

の検討・提案、研修病院等の登録、研修内容のフォローなどを行うほか

地域の臨床研修医に対して必要な支援を行う。 

 

図 2.2 臨床研修体制のイメージ 

医師研修機構（仮称）

医師研修機構（仮称）

全
国
医
師
研
修
機
構
連
絡
協
議
会
（
仮
称
）

研修病院

研修病院

医師研修機構（仮称）

研修病院

○○大学 臨床研修
センタ－（仮称）

Ａ県 ○○大学

・研修希望者と面談し、

研修希望先を確認。

（研修する都道府県

は自由）

・必要があれば、研修先

についてアドバイス。

研
修
希
望
者

Ｃ県

Ａ県

Ｂ県

報告

報告

報告
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 「都道府県地域医療対策センター（仮称）」 

 

 以下の 4 者を発展的に「都道府県地域医療対策センター（仮称）」に再

編する。 

・都道府県地域医療対策協議会（現在各都道府県に設置）8 

・地域医療支援センター（現在モデル事業）9 

・「大学臨床研修センター（仮称）」 

・「都道府県医師研修機構（仮称）」 

 臨床研修医は、「都道府県地域医療対策センター（仮称）」に臨床研修修

了後の就業先を届け出る。同センターは、「大学臨床研修センター（仮称）」

や研修先病院等の協力も得て就業先を把握し、医師養成および医師確保

対策を推進する。 

 「都道府県地域医療対策センター（仮称）」は、臨床研修修了後の医師の

その後の異動や配置についても継続して把握する10, 11。これらの情報に

もとづき、医師確保および偏在解消を推進するとともに、医師の生涯に

おけるキャリア形成支援を行っていく。 

 将来は、「都道府県地域医療対策センター（仮称）」が把握した医師の異

動に係る情報を全国レベルで統合していく。 

 

 

 
                                            
8 医療法第 30条の 12第 1項にもとづき、救急医療等確保事業に係る医療従事者の確保、必要な医療の確
保に関する事項について協議し、必要な施策を定める場として、2007年にすべての都道府県に設置され
ることとなった。医師の確保が困難であり、配置についても権限がないため実効性がないなどの問題点が

指摘されている。 
9 医師の地域偏在の解消に取り組むコントロールタワーを確立し、確保した医師を活用して、キャリア形
成支援と一体的に医師不足病院の医師確保を支援するなどのために、厚生労働省予算でモデル事業として

スタートした。2011年度に 15道府県、2012年度は 20道府県で設置・運営されている。 
10 都道府県単位で、医師の異動情報を把握している例として、母体保護法指定医師がある。人工妊娠中
絶を行うことができる母体保護法指定医師は、母体保護法第 14条にもとづき、人格、技能及び設備の 3
点を考慮して、各都道府県医師会が指定する。具体的には、日本医師会が作成した「母体保護法指定医師

の指定基準」モデルにもとづき、地域の実情に応じて、各都道府県医師会が適格と認めたものを指定医師

として都道府県医師会に登録する。併せて設備を都道府県医師会が指定し、登録する。指定医師は 2年ご
とに更新され、転居、転任などで診療施設を変更した場合などは、再申請を行うことになっている。 
11 医師の届出は医師法第 6条第 3項により 2年に 1度行われており、罰則規定（50万円以下の罰金）も
あるが、報告が不備なケースも見受けられる。また異動の履歴等が分析され、医師配置の検討に資するよ

うな仕組みにはいたっていない。 
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図 2.3 医師養成および医師確保のための体制（将来イメージ） 

都道府県地域医療対策協議会

（医療法にもとづいて47都道府県に設置）

地域医療支援センター

（モデル事業）

将来は発展的に再編

都道府県地域医療対策センター（仮称）
医師養成と医師確保

大学臨床研修センター（仮称） 都道府県医師研修機構（仮称）

新 設 （提案）

現 行

 

 


